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【
は
じ
め
に
】

令
和
五
年
第
一
回
村
議
会
定
例
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
村
政
執
行
に
対
す
る

所
信
表
明
と
令
和
五
年
度
予
算
編
成
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
村
議
会
並
び
に
村

民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
こ
の
度
、
村
民
の
皆
様
か
ら
温

か
い
ご
支
持
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

て
、
三
期
目
と
な
る
村
づ
く
り
の
重
責

を
担
わ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
七
年
二
月
に
村
長
に
就
任
し

て
以
来
、
住
む
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
が

実
感
で
き
る
、「
村
民
の
夢
叶
う
村
づ

く
り
」
を
掲
げ
、
議
員
各
位
や
村
民
皆

様
に
支
え
ら
れ
、
道
路
や
河
川
、
住
宅

等
の
生
活
環
境
整
備
を
は
じ
め
、
子
育

て
世
帯
や
障
が
い
者
の
拠
点
施
設
整
備

に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
場
の
大
規
模

改
修
、
酪
農
家
の
悲
願
で
あ
っ
た
ふ
ん

尿
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
建

設
、
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
地
域
商

業
施
設
の
建
設
と
Ｑ
マ
ー
ト
店
の
誘

致
、
老
朽
化
し
た
村
商
工
会
事
務
所
の

建
設
な
ど
、
国
が
推
進
し
て
い
る
地
方

創
生
事
業
を
は
じ
め
各
種
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、「
酪
農
や
林
業
、
商

工
業
な
ど
の
産
業
振
興
」「
医
療
や
福

祉
、
子
育
て
支
援
に
教
育
環
境
な
ど
の

充
実
」、「
定
住
・
移
住
環
境
や
観
光
推

進
と
交
流
人
口
の
拡
大
」
等
、
様
々
な

課
題
解
決
に
向
け
た
村
政
運
営
に
努
め

て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
か
ら
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
二
年
一
月
二
八
日
に
道

内
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
三
年

以
上
に
渡
り
猛
威
を
振
る
い
、
外
出
の

自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
人
の
集

ま
る
制
限
が
国
や
北
海
道
か
ら
幾
度
と

な
く
発
せ
ら
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お

い
て
は
他
の
自
治
体
よ
り
い
ち
早
い
体

制
整
備
と
厚
生
診
療
所
長
で
あ
る
馬
場

医
師
ご
協
力
の
下
、
村
民
の
感
染
者
を

最
少
に
止
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
の
一
月
以
降
は
新
規
感
染
が
全

国
的
に
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
五
月
八

日
か
ら
は
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
を

二
類
か
ら
五
類
相
当
に
見
直
し
を
行
う

な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
向
け
た
移
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
か

ら
の
脱
却
に
進
み
つ
つ
あ
る
中
で
、
村

と
致
し
ま
し
て
も
地
域
経
済
活
動
の
再

開
と
感
染
防
止
対
策
の
両
立
に
向
け
、

関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
や
情
報
の

提
供
な
ど
、
最
大
限
の
努
力
を
続
け
て

参
り
ま
す
の
で
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
波
を
繰
り
返
し
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
深
刻
な

国
際
情
勢
に
伴
い
経
済
の
低
迷
と
物
価

高
騰
な
ど
、
国
民
生
活
と
経
済
活
動
に

甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
東
京
一
極
集
中
が
続
く

中
で
全
国
的
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
に
よ
る
労
働
力
不
足
が
進
み
、
当
村

に
お
き
ま
し
て
も
雇
用
の
確
保
や
人
材

育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
村
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
難
局
乗
り
越
え

る
た
め
に
も
村
民
の
目
線
に
立
っ
て
、

初
心
忘
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
ま
で
以
上

に
気
を
引
き
締
め
、「
美
し
く
住
み
よ

い
活
力
あ
る
村
づ
く
り
」
の
村
政
執
行

に
あ
た
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村

民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
重
点
事
項
】

国
は
、
人
口
減
少
時
代
の
到
来
に
向

け
地
方
が
成
長
す
る
力
を
取
り
戻
し
、

急
速
に
進
む
人
口
減
少
を
克
服
す
る
た

め
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治

体
に
お
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
は
デ
ジ
タ

ル
の
力
を
活
用
し
た
社
会
課
題
の
解
決

や
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
な
り
、
令
和
五
年
度
か
ら
の
五
カ
年

計
画
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

総
合
戦
略
」
が
昨
年
一
二
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
て
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
や

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
む
事
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る

た
め
、
世
界
的
に
加
速
化
さ
れ
て
い
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み

で
あ
る
脱
炭
素
化
の
推
進
は
、
日
本
は

二
○
五
○
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
し
て
お
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る
「
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
展
開
に
よ
り
、
地
域
脱
炭
素

の
一
層
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。

当
村
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
時
代

の
潮
流
を
踏
ま
え
た
対
応
を
進
め
て
い

執行方針を述べる菊池村長執行方針を述べる菊池村長

議　員議　員

基本理念　『村民の「夢叶う」むらづくり』
活力ある村づくり活力ある村づくり 支えあう村づくり支えあう村づくり

美しい村づくり美しい村づくり 人を育てる村づくり人を育てる村づくり
重点目標

令和５年度　令和５年度　村政執行方針村政執行方針
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く
た
め
に
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
都
市
構
想
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
地
域
の
実
情
や
資
源
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
等
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
暮

ら
し
や
す
く
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
、
都
市
か
ら
西
興
部
村

へ
人
の
流
れ
を
強
化
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
、
第
五
期
西
興
部
村
総
合
計
画
の

目
標
で
あ
る
「
二
○
三
一
年
度
末
人
口

一
、
○
○
○
人
以
上
」
を
達
成
さ
せ
る

た
め
に
、
行
政
と
住
民
と
の
協
働
に
よ

り
持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
を
目
指
し

て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
議
員

の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
各
事
業
所
・
団

体
な
ど
、
村
民
皆
様
の
一
致
団
結
し
た

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

【
予
算
概
要
】

令
和
五
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
二
九
億
二
、
五
○
○
万
円
の
前
年

度
対
比
一
二
・
二
％
増
と
な
り
、
公
債

費
を
除
く
歳
出
は
、
二
四
億
七
、
七
○

○
万
円
で
、
前
年
度
対
比
一
四
・
○
％

増
と
な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
経
常
的
経
費
は
、
に
し

お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
運
営
補
助
、
下
水
道

会
計
へ
の
操
出
金
、
公
債
費
の
増
、
電

気
燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
前

年
度
対
比
七
・
一
五
％
増
の
二
一
億

七
、
五
○
三
万
円
と
な
り
、
建
設
事
業

な
ど
の
臨
時
的
経
費
は
、
村
内
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
更
新
工
事
、
診

療
所
超
音
波
画
像
診
断
装
置
等
購
入
、

歯
科
診
療
所
歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
更
新
工

事
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
余
剰
熱
利

用
ハ
ウ
ス
建
設
工
事
、
森
林
公
園
改
修

整
備
、
村
道
流
末
排
水
路
整
備
工
事
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
前
年
度
対

比
三
○
・
二
％
増
の
七
億
四
、
九
九
六

万
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
末
基
金
残
高

は
、
一
億
五
五
六
万
円
減
の
六
三
億

二
、
九
六
三
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
一

方
、
特
別
会
計
を
含
め
た
地
方
債
と
債

務
負
担
行
為
を
加
え
た
長
期
債
務
は

九
、
八
七
六
万
円
増
の
四
三
億
七
、
六

七
八
万
円
と
な
る
見
込
み
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
必
要
性
と
優
先
順
位
を
見

極
め
、
今
後
も
効
率
的
な
行
政
執
行
に

努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

【
各
分
野
別
予
算
概
要
】

こ
れ
よ
り
第
五
期
総
合
計
画
の
分
野

別
目
標
に
沿
っ
て
、
令
和
五
年
度
一
般

会
計
予
算
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所

で
豊
か
に
く
ら
せ
る
む
ら

住
宅
環
境
整
備
と
し
て
、
上
興
部
第

二
団
地
公
営
住
宅
一
棟
四
戸
の
屋
根
・

外
壁
の
塗
装
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。更

に
、
持
家
建
設
促
進
の
た
め
の
奨

励
補
助
金
や
、
街
灯
維
持
費
補
助
金
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
必
要
な
予
算
を

計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、「
森
合
橋
」

と
「
い
こ
い
の
森
公
園
橋
」
の
補
修
工

事
と
天
北
峠
の
国
道
改
修
に
併
せ
「
天

北
跨
線
橋
」
を
撤
去
し
盛
土
構
造
へ
更

新
す
る
設
計
を
す
る
ほ
か
、
西
興
部
中

学
校
横
の
流
末
排
水
路
整
備
工
事
及
び

中
藻
布
登
呂
道
路
の
流
末
排
水
路
測
量

設
計
、
奥
興
部
の
越
中
団
体
道
路
改
良

工
事
、
忍
路
子
の
国
道
交
差
点
及
び
道

路
改
良
と
法
面
崩
壊
対
策
の
た
め
道
路

測
量
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
維
持
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
災

性
向
上
の
た
め
維
持
管
理
を
適
切
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
冬
期
間
の
除
排
雪

業
務
な
ど
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

河
川
に
つ
き
ま
し
て
も
、
河
道(

か

ど
う)

洗
掘
対
策
や
土
砂
撤
去
等
の
維

持
管
理
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。安

全
、
安
心
な
む
ら
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
令
和
五
年
度
に
消
防
組
合
設
立

五
○
周
年
を
迎
え
記
念
事
業
を
行
い
、

更
な
る
消
防
・
防
災
体
制
や
救
急
活
動

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
専

門
知
識
を
有
す
る
講
師
を
招
い
て
防
災

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
村
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
指

針
に
基
づ
き
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
情
報
伝
達
手
段

の
多
重
化
を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
ス

ピ
ー
カ
ー
に
連
携
さ
せ
る
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

は
、
昨
年
六
月
、
村
民
皆
様
の
悲
願
で

あ
り
ま
し
た
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
一
○
、

○
○
○
日
を
無
事
達
成
す
る
と
共
に
、

新
目
標
「
め
ざ
そ
う
！
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
三
○
年
」
を
設
定
し
、
村
民
一
丸
と

な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
は
、
一
日
た
り
と
も

休
む
こ
と
の
で
き
な
い
運
動
で
あ
り
、

村
民
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
が
永
遠
に
続
く
よ
う
、
引
き

続
き
、
交
通
安
全
啓
発
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
交
通
手
段
の
確
保
と
し

て
、
従
来
の
通
院
・
入
浴
並
び
に
未
就

学
児
や
生
徒
な
ど
の
送
迎
に
加
え
、
上

興
部
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、
新
た
に

小
学
生
の
送
迎
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
名
寄
本
線
代
替
バ
ス
を
利
用

し
て
名
寄
紋
別
間
の
病
院
へ
通
院
す
る

高
齢
者
へ
の
通
院
助
成
を
行
う
ほ
か
、

買
い
物
等
バ
ス
利
用
支
援
事
業
を
令
和

五
年
度
よ
り
新
た
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
紋
別
羽
田
便
を
利
用
さ

れ
た
村
民
及
び
ホ
テ
ル
森
夢
の
宿
泊
者

に
、
航
空
運
賃
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
通
信
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
整
備
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
を
図
り
な
が
ら
有
効
に
活

用
し
、
行
政
情
報
や
地
域
情
報
の
迅
速

な
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

出
産
も
子
育
て
も
介
護
も

医
療
も
安
心
で
き
る
む
ら

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
で
、
高

議　員議　員
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齢
者
や
障
が
い
者
及
び
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、

村
民
の
皆
様
が
こ
の
村
で
安
心
し
て
、

元
気
に
生
活
し
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
保
健
・
医
療
及
び
福
祉
の
充
実
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

平
成
三
○
年
度
に
着
任
い
た
だ
い
馬

場
医
師
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
厚
生
診
療
所
長
と
し
て
村
の
医
療
を

守
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
大
変
う

れ
し
く
、
心
強
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
西
興
部
厚
生
診
療
所
で
は
、
各

種
医
療
機
器
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

西
興
部
歯
科
診
療
所
に
お
い
て
も
ユ
ニ

ッ
ト
を
更
新
す
る
等
、
円
滑
な
診
療
体

制
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
保
健
・
医
療
に
つ
い
て

は
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
、
早
期
治
療

を
目
的
と
す
る
住
民
検
診
を
実
施
し
、

検
診
結
果
に
基
づ
く
保
健
指
導
に
努
め

る
な
ど
、
保
健
師
に
よ
る
き
め
細
や
か

な
健
康
相
談
を
充
実
さ
せ
、
村
民
の
皆

様
が
生
活
習
慣
病
に
関
心
を
持
ち
、
自

ら
の
健
康
管
理
と
健
康
増
進
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
「
ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
教
室
」
を
実
施
し
、「
セ
ト
ウ
シ

く
ん
体
操
」
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
活

用
・
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
村
民
が
ホ

テ
ル
森
夢
で
入
浴
す
る
場
合
に
料
金
が

半
額
に
な
る
「
元
気
回
復
入
浴
事
業
」

も
積
極
的
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
入
浴

を
通
し
た
健
康
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
」
の
費
用
助
成
を
新
設
し
高
額
な
費

用
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
や

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
、
風
疹
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
一
部
公
費
負
担
を
行
う
な
ど
、

村
民
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が

ら
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
見
守
り
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
安
心
・
安
全
の
確

保
に
努
め
る
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
緊
急
時
に
必
要
と
な
る
医
療
情

報
を
収
納
し
、
救
急
の
際
に
医
療
従
事

者
に
情
報
提
供
す
る
「
命
の
バ
ト
ン
事

業
」
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
及
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
に
お

い
て
、
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
「
在
宅

元
気
生
活
支
援
事
業
」
を
引
き
続
き
実

施
し
、
利
用
者
が
安
心
し
て
在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
高
齢
者
福
祉
で
は
、
除
雪
サ

ー
ビ
ス
事
業
や
福
祉
入
浴
、
敬
老
会
執

行
経
費
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る

人
件
費
の
助
成
な
ど
も
引
き
続
き
実
施

し
、
障
が
い
者
福
祉
に
お
い
て
は
、
西

紋
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
係
る
費
用
を
負
担
す
る
ほ
か
、
通
所

す
る
利
用
者
の
交
通
費
を
助
成
し
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
自
立
支
援
給
付
と
地
域
生

活
支
援
事
業
を
行
う
な
ど
、
障
害
の
あ

る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
、
安

定
し
た
日
常
生
活
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
施
設
「
清
流
の
里
」

と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
興
楽
園
」

な
ど
、
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
で
働
く

看
護
職
員
や
介
護
職
員
の
確
保
が
大
変

厳
し
い
こ
と
か
ら
、
人
材
確
保
へ
の
支

援
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
当
村
の
数
少
な
い
就
労
の
場

を
守
る
べ
く
、
興
楽
園
及
び
ケ
ア
ハ
ウ

ス
へ
の
運
営
費
補
助
や
運
転
資
金
の
貸

し
付
け
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
四
年
度
に
保
険
適
用
と
な
っ
た

不
妊
治
療
の
自
己
負
担
へ
の
助
成
を
本

年
度
か
ら
実
施
す
る
と
と
も
に
、
○
歳

か
ら
二
歳
の
低
年
齢
期
に
焦
点
を
当
て

た
国
の
出
産
子
育
て
伴
奏
型
支
援
に
よ

る
応
援
ギ
フ
ト
の
配
布
、
産
前
産
後
サ

ポ
ー
ト
事
業
及
び
産
後
ケ
ア
事
業
と
し

て
の
助
産
師
に
よ
る
相
談
、
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
を
通
し
た
各
種
情
報
の
提

供
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
里
住

夢
」
で
の
親
同
士
の
交
流
事
業
の
充
実

な
ど
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い

環
境
の
整
備
・
充
実
を
一
層
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

保
育
所
で
は
、
新
た
に
土
曜
日
保
育

を
実
施
す
る
ほ
か
、
一
歳
児
保
育
、
延

長
保
育
、
一
時
預
か
り
保
育
、
就
学
前

の
発
達
支
援
を
目
的
と
す
る
五
歳
児
健

診
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
医
療
費
無
料
化
事
業
、

妊
産
婦
安
心
出
産
支
援
事
業
、
エ
ン
ゼ

ル
祝
金
、
育
児
用
品
購
入
助
成
事
業
、

夢
の
お
く
り
も
の
事
業
、
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
、
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

配
布
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
出
産
な
ど
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済

的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
結
婚
に
伴
う
生
活
準
備
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
、
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。個

に
応
じ
た
特
色
あ
る
　

教
育
を
受
け
ら
れ
る
む
ら

教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
後
ほ

ど
教
育
長
か
ら
「
教
育
行
政
執
行
方

針
」
の
中
で
詳
し
く
申
し
上
げ
ま
す

が
、「
教
育
大
綱
」
の
理
念
と
方
針
に

基
づ
き
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
五
年
三
月
三
一
日
を
も

っ
て
一
一
三
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た

上
興
部
小
学
校
校
舎
の
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
上
興
部
連
合
町
内
会
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
に
お
い
て
も
基
本
的
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
徹

底
に
努
め
、
児
童
生
徒
の
健
康
と
安
全

を
守
り
な
が
ら
学
び
を
保
障
す
る
と
共

夢のおくりものの様子夢のおくりものの様子

上小閉校式上小閉校式

キッズサロンキッズサロン
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に
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
や
、
公
民
館
講

座
な
ど
の
学
習
機
会
を
提
供
し
、
村
民

が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
習
環
境
の
整

備
や
多
様
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
住

民
相
互
の
学
習
活
動
を
支
援
し
、
地
域

に
根
付
い
た
様
々
な
文
化
活
動
の
振
興

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
産
業
の
創
造
と
人
材
誘
致

の
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
む
ら
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
人
々
の
行
動
変
容
が
求
め
ら

れ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
を
限
定
し
な
い
柔
軟
な
働

き
方
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
都
会
志
向
か
ら
地
方
へ
の
移
住
に
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
引
き
続
き

移
住
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
北
海

道
と
連
携
し
て
取
組
む
ほ
か
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た
人
材
確

保
、
福
祉
人
材
確
保
に
向
け
た
支
援
や

オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
人
材
確
保
支
援
の
拡

充
を
す
る
な
ど
、
地
元
企
業
・
産
業
に

お
け
る
人
材
確
保
に
向
け
た
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

村
の
知
名
度
向
上
に
向
け
て
は
、
引

き
続
き
札
幌
市
内
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
ほ

か
、
村
の
特
色
で
あ
り
ま
す
猟
区
管
理

協
会
や
ギ
タ
ー
工
場
、
村
の
特
産
品
な

ど
を
Ｂ
Ｓ
放
送
を
通
じ
て
全
国
に
紹
介

す
る
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
村
を
応
援
し
て
も
ら
う
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
村
に
ゆ
か
り
が

あ
る
者
が
集
う
同
窓
会
等
や
村
外
者
と

の
交
流
会
を
開
催
す
る
経
費
の
一
部
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
や
関

係
人
口
の
増
加
や
将
来
的
な
人
材
確
保

に
繋
が
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
受

入
支
援
事
業
を
新
た
に
設
け
、
大
学
生

が
村
内
で
活
動
す
る
際
の
滞
在
費
な
ど

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
村
民
や
事
業
者
が
自
ら
行
う

特
産
品
の
開
発
や
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
セ
ト
ウ
シ
く
ん
」
の
活
用

な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
も
ら
う
よ

う
、
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
令
和
四
年

度
か
ら
二
か
年
継
続
事
業
で
着
手
し
た

「
森
林
公
園
改
修
整
備
」
の
最
終
年
で

あ
り
、
遊
具
等
の
備
品
整
備
を
行
い
森

林
公
園
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

運
営
に
つ
い
て
は
、
工
事
が
完
了
し
た

「
新
た
な
テ
ン
ト
サ
イ
ト
」
を
無
料
か

ら
有
料
に
変
更
し
て
運
用
開
始
し
、
令

和
五
年
度
工
事
完
了
後
は
順
次
、
使
用

料
金
の
改
定
を
行
い
収
入
の
増
を
見
込

む
運
営
を
行
い
ま
す
。

次
に
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
西
興
部
村
の
観
光

振
興
」
つ
い
て
、
北
海
道
大
学
よ
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
致
し
、「
観
光
を
考

え
る
意
見
交
換
会
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
令
和
四
年
度
は
一
回
の
開
催

に
終
わ
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
令
和
五

年
度
も
複
数
回
開
催
し
、
村
の
観
光
振

興
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
、
取
り
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
他
、
日
本
庭
園
「
興
楽
園
」
を

貴
重
な
村
の
財
産
と
し
て
保
全
管
理

し
、
未
だ
回
復
が
見
込
め
な
い
ホ
テ
ル

森
夢
の
運
営
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
夢
施
設
の
運
営
を
引
き
続
き
行
う

ほ
か
、
移
住
者
の
促
進
や
観
光
情
報
の

効
果
的
な
発
信
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
第

三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器

工
業
の
良
好
な
運
営
に
努
め
る
ほ
か
、

「
ふ
る
さ
と
創
造
支
援
事
業
」
の
新
規

事
業
の
更
な
る
創
出
や
既
存
事
業
者
の

経
営
基
盤
強
化
を
図
り
、
中
小
企
業
の

運
営
資
金
を
支
援
す
る
た
め
の
政
策
預

託
と
、
中
小
企
業
・
商
工
業
者
の
借
入

利
息
や
保
証
料
の
助
成
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
林
業
の
生
産
加
工
基
盤

が
安
定
し
て
い
る
む
ら
　

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
お
い
て

は
、
令
和
四
年
の
年
間
生
乳
生
産
量

が
、
前
年
比
○
・
九
％
増
の
二
○
、
二

一
○
ｔ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
急
激
な
飼
料
価
格
の
高
騰
や
燃
料

を
は
じ
め
農
業
資
材
の
価
格
高
騰
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
、
乳
製
品
小
売
価
格
の
値
上
げ
に

よ
る
牛
乳
消
費
の
減
少
や
個
体
販
売
価

格
の
低
下
な
ど
、
昨
今
の
酪
農
情
勢
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
一

〇
数
年
一
六
戸
の
酪
農
家
戸
数
を
維
持

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
の
離

農
が
二
件
で
、
酪
農
家
戸
数
は
法
人
経

営
含
め
一
四
戸
に
減
少
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す

を
中
心
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
離
農
後
の
対
策
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
も
農
家
戸
数

の
維
持
が
重
要
で
あ
り
、
将
来
の
後
継

者
・
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図
る
た

め
、
新
た
に
「
農
業
体
験
・
研
修
支
援

事
業
」
を
創
設
し
、
将
来
の
担
い
手
を

育
成
す
る
ほ
か
、
二
年
目
と
な
り
ま
す

が
酪
農
支
援
員
の
募
集
・
配
置
や
「
新

規
就
農
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
の
本
村

開
催
に
支
援
、
新
規
就
農
者
支
援
事
業

補
助
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
運
営
事
業
へ
の

助
成
な
ど
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
農
業
所
得
の
確
保
と
農
業
者

の
経
営
・
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
た

め
、
国
の
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付

金
事
業
及
び
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
を
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
道
営
事
業
に
よ
る
粗
飼
料
基

盤
の
整
備
や
上
・
中
藻
地
区
営
農
用
水

整
備
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
す
る
ほ

村内議員視察村内議員視察

シナノキ植樹シナノキ植樹

スマホ教室スマホ教室
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か
、
新
た
に
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に

お
い
て
、
消
化
液
の
再
生
敷
料
及
び
堆

肥
の
販
売
、
余
剰
熱
供
給
事
業
を
開
始

し
、
農
業
者
の
経
営
安
定
化
及
び
新
た

な
産
業
創
出
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
エ
ゾ
シ
カ
や
ヒ
グ
マ
に
よ

る
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
食
肉
な
ど
の
有
効
活

用
や
残
滓
処
理
な
ど
に
対
し
て
引
き
続

き
支
援
を
行
い
ま
す
。

林
業
振
興
に
お
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
木
材
価
格
が
高
い
水
準
で
推
移

し
て
い
る
も
の
の
厳
し
い
林
業
経
営
は

変
わ
ら
ず
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
よ
り
、
森
林
整
備
へ
の

意
欲
が
減
退
し
、
森
林
の
持
つ
機
能
の

低
下
や
荒
廃
化
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有

効
に
活
用
し
、
森
林
整
備
や
担
い
手
の

確
保
、
木
材
利
用
の
普
及
啓
発
を
推
進

す
る
た
め
、
森
林
整
備
事
業
に
取
り
組

む
事
業
者
へ
の
負
担
軽
減
や
事
業
の
掘

り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
村
有
林
に
お
い
て
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
事

業
と
し
て
、
ギ
タ
ー
の
原
料
と
な
る
シ

ナ
の
植
樹
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る

ほ
か
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
間
伐

や
下
刈
り
、
皆
伐
及
び
新
植
事
業
な
ど

適
切
な
保
育
管
理
に
努
め
、
林
道
に
お

い
て
も
林
道
草
刈
・
路
面
正
整
・
小
径

木
除
去
な
ど
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

美
し
い
自
然
環
境
が

保
た
れ
て
い
る
む
ら

村
づ
く
り
の
テ
ー
マ
実
現
の
た
め
、

「
美
し
い
村
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
く

建
物
の
色
彩
統
一
に
向
け
た
支
援
、
空

き
家
対
策
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
や
村
独
自
の
建
物
解
体
撤
去
補
助
制

度
に
加
え
、
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し

た
空
き
家
解
体
撤
去
事
業
を
継
続
し
、

住
民
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
さ
ら
な
る

景
観
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
や
各
種
団
体
、
関
係

機
関
と
も
連
携
・
協
働
し
て
、「
我
が

村
は
美
し
く
事
業
」
や
「
全
村
一
斉
清

掃
」
の
ほ
か
、
各
家
庭
の
庭
先
や
各
事

業
所
に
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
設
置

し
て
頂
く
た
め
の
支
援
事
業
も
継
続

し
、
花
い
っ
ぱ
い
の
景
観
づ
く
り
を
更

に
推
進
し
、
村
に
暮
ら
す
人
や
訪
れ
る

人
が
共
に
心
の
癒
さ
れ
る
「
美
し
い
村

づ
く
り
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
支

援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
令
和
六
年
度
ま
で
の
二

か
年
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
他
脱
炭
素
に
向
け
た
地
域
に
お
け
る

最
適
な
手
法
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
協
働
が

根
付
く
む
ら
　
　
　
　

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

す
る
包
括
的
制
度
「
美
し
く
住
み
よ
い

活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
応
援
事
業
」
と

し
て
、
家
庭
等
へ
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
推
進
や
、
町
内
会
活
動
、
異
業
種
が

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
団
体
活
動

へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
小
規
模

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
対
す
る
支
援
を
新

た
に
加
え
、
地
域
の
活
性
化
と
自
治
意

識
の
高
揚
を
更
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
連
携
の
推
進
に
向
け
て
は
、
引

き
続
き
西
紋
別
地
域
の
自
治
体
と
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
名
寄
市
、
士
別
市

を
中
心
市
と
す
る
北
・
北
海
道
中
央
圏

域
定
住
自
立
圏
の
取
り
組
み
で
は
、
二

次
救
急
医
療
体
制
や
バ
ス
路
線
の
維

持
・
確
保
の
ほ
か
、
災
害
時
に
必
要
な

情
報
の
共
有
と
相
互
応
援
体
制
の
整

備
・
強
化
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

定
住
自
立
圏
の
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

以
上
、
令
和
五
年
度
の
村
政
執
行
に

臨
む
所
信
と
、
各
会
計
予
算
案
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
よ
ろ

し
く
ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
重
ね
て
村
議
会
議
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

結
び
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
村
議
会
第
一
回
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
の
所
管

に
関
す
る
執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上

げ
、
議
会
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
長
期
に
わ
た
る
中
、

学
校
関
係
者
を
は
じ
め
保
護
者
や
地
域

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
保
障
と
感
染
症
対
策
の

両
立
に
御
尽
力
や
御
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
令
和
五
年
度
に
お
い
て
も
、「
学

校
の
新
し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ
き
感

染
症
予
防
対
策
の
下
、
学
校
教
育
、
社

会
教
育
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
人
口
減
少
社
会
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
進
展
な
ど
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
困
難
を
乗

令
和
五
年
度

西
興
部
村
教
育
行
政
執
行
方
針

執行方針を述べる飯束教育長執行方針を述べる飯束教育長

我が村は美しく事業我が村は美しく事業

交通事故死ゼロ 1万日達成記念住民大会交通事故死ゼロ 1万日達成記念住民大会



広報にしおこっぺ（7）

り
越
え
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
持
続

可
能
な
社
会
の
担
い
手
と
し
て
成
長
で

き
る
よ
う
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
令
和
の
日
本
型
教
育
」
を

実
現
す
る
道
筋
が
示
さ
れ
た
以
降
、
学

校
で
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働

的
な
学
び
」
を
一
体
的
に
充
実
す
る
中

で
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
授
業
改
善
へ
の
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
み
も
進
み
、
一

人
一
台
端
末
の
有
効
な
活
用
に
つ
い
て

も
実
践
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
と
し
て
地
域

や
保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
学
校
経
営

を
進
め
る
た
め
、
第
五
期
総
合
計
画
の

基
本
構
想
の
一
つ
「
個
に
応
じ
た
特
色

あ
る
教
育
を
受
け
ら
れ
る
む
ら
」
に
向

け
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。上

興
部
小
学
校
が
、
令
和
五
年
三
月

三
一
日
を
も
っ
て
一
一
三
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
る
こ
と
は
、
在
校
生
や
卒
業

生
、
保
護
者
、
並
び
に
地
域
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
愛
惜
の
念
、
ひ
と
し
お

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
皆
様
方
が

脈
々
と
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
伝
統
は

地
域
の
誇
り
と
し
て
、
心
に
深
く
刻
ま

れ
る
と
と
も
に
、
西
興
部
小
学
校
に
受

け
継
が
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
改
め
て
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

り
上
興
部
小
学
校
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
地
域
の
皆
様
並
び
に
関
係
団
体
・
各

機
関
に
対
し
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
の
上
興
部
小
学
校
校
舎
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

な
る
よ
う
上
興
部
連
合
町
内
会
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

以
下
、
令
和
五
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
教
育
の
振
興

こ
れ
ま
で
の
実
践
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
、
学
校
の
教
育
目
標
の
具
現
化

に
向
け
て
、
学
力
向
上
と
体
力
向
上
、

豊
か
な
心
の
育
成
を
中
心
に
、
育
成
す

べ
き
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
た
教
育

課
程
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
学
習
指

導
方
法
の
充
実
・
改
善
に
努
め
創
意
と

活
力
に
満
ち
た
学
校
教
育
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
む
学
習
指
導
の
充

実
の
た
め
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
や
標
準
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
分
析

し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
指
導
方
法
等

の
改
善
を
行
い
、
基
本
的
な
知
識
・
技

能
の
確
実
な
定
着
を
図
る
取
組
み
や
、

国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
環
境
整
備
を

進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
た

学
び
の
充
実
に
向
け
た
創
意
工
夫
あ
る

取
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
や
積
極
的
な
学
習
支

援
ソ
フ
ト
の
導
入
を
図
る
な
ど
、
一
人

一
台
端
末
活
用
の
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
の
令
和
六
年
度
以
降
の
学
習

者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
を
見
据

え
、
円
滑
か
つ
効
果
的
な
活
用
の
観
点

か
ら
教
師
用
・
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
導
入
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、
義
務
教
育
九
年
間
を
見
通
し
た

目
指
す
子
ど
も
像
や
教
育
課
程
な
ど
を

共
有
し
、
学
習
指
導
な
ど
の
一
貫
性
に

配
慮
し
た
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め

に
、
学
校
間
の
連
携
強
化
に
努
め
、

個
々
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
共
有
し
、

児
童
生
徒
の
つ
ま
づ
き
や
す
い
学
習
内

容
に
つ
い
て
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
の
工
夫
・
改

善
に
努
め
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。特

別
支
援
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

特
別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
や
教
育
支

援
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
個
別
の

指
導
計
画
、
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
自

立
や
社
会
参
加
に
向
け
中
学
校
卒
業
ま

で
切
れ
目
の
な
い
適
切
な
指
導
や
支

援
、
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た
交

流
・
共
同
学
習
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
教
職
員
全
員
の
共
通
理
解
に
立

っ
た
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
し
て
、
児

童
生
徒
が
将
来
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

自
信
と
希
望
を
持
っ
て
活
躍
す
る
こ
と

が
で
き
る
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
、

自
己
の
確
か
な
進
路
実
現
に
結
び
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
業
種

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
働
き
方
な
ど
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
像
を
踏
ま
え

な
が
ら
進
路
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
教
育

の
推
進

こ
れ
ま
で
の
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を

養
う
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
に
お

い
て
自
分
の
存
在
を
認
め
、
お
互
い
の

違
い
を
認
め
合
う
指
導
に
加
え
て
、
道

徳
科
授
業
と
各
教
科
等
と
の
関
連
を
図

り
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
指

導
が
な
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
指
導
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
読
書
環
境
の
向
上
と
し
て
、

知
的
好
奇
心
を
喚
起
し
た
り
、
豊
か
な

情
操
を
養
う
た
め
に
朝
読
や
「
読
み
聞

か
せ
」
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
家

庭
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
に
も
努

め
、
子
供
の
豊
か
な
感
性
、
表
現
力
、

創
造
力
、
思
考
力
、
豊
か
な
心
の
育
成

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

い
じ
め
防
止
対
策

　
「
北
海
道
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

を
踏
ま
え
各
学
校
に
お
い
て
日
常
的
に

児
童
生
徒
の
様
子
を
観
察
し
、
定
期
的

な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
児
童
生
徒
の
個

人
面
談
の
実
施
な
ど
学
校
内
に
お
け
る

い
じ
め
対
策
組
織
を
中
心
と
し
た
、
未

然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
向

け
た
取
組
み
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
警
察
な
ど
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
適
切
な
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

西中体験授業（保育所）西中体験授業（保育所）

上小閉校記念碑除幕式上小閉校記念碑除幕式
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及
び
保
護
者
に
対
し
て
啓
発
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
し
て
、
家
庭
で
の
ル
ー

ル
づ
く
り
な
ど
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
高

め
る
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

心
身
の
健
や
か
な
成
長

を
促
す
教
育
の
推
進

新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
分
析
を
踏
ま

え
た
体
育
・
保
健
体
育
の
授
業
改
善
に

取
組
む
と
と
も
に
、
課
題
の
あ
る
種
目

に
つ
い
て
は
、
朝
の
活
動
な
ど
に
位
置

づ
け
計
画
的
に
目
標
を
持
っ
て
取
組
む

な
ど
、
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
栄
養
教
諭
を
中
心
に
全
て
の
教
職

員
が
連
携
・
協
力
し
た
食
育
推
進
体
制

の
充
実
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
た
め
、
健
康
診
断
の
実
施
、

心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
及
び
感
染
症
の
対

策
な
ど
「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」

や
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
踏
ま

え
、
組
織
・
研
修
体
制
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、「
学
校
給
食
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
や
保
健
所
の
指
導
に
基
づ

く
衛
生
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

特
に
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
発
症
時

に
お
け
る
模
擬
訓
練
や
エ
ピ
ペ
ン
の
取

扱
い
に
関
す
る
講
習
な
ど
有
事
に
備
え

た
体
制
整
備
や
、
学
校
給
食
担
当
者
会

議
や
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
意

見
・
要
望
を
考
慮
し
、
安
全
・
安
心
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
児
童
生
徒

が
待
ち
望
む
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

学
び
を
支
え
る
家
庭
や
地
域

と
の
連
携
・
協
働
の
推
進

「
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
地
域
連
絡

会
議
」
の
開
催
、「
こ
ど
も
一
一
○
番

の
家
」
運
動
、
街
頭
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
児
童
通
学
の
見
守
り
な
ど
、

犯
罪
や
事
故
か
ら
子
供
を
守
る
安
全
対

策
の
充
実
と
、
児
童
生
徒
の
望
ま
し
い

生
活
習
慣
の
定
着
や
家
庭
学
習
に
つ
い

て
、
学
校
全
体
で
共
通
理
解
を
図
り
、

発
達
段
階
を
踏
ま
え
て
系
統
的
な
指
導

を
行
う
な
ど
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

相
互
に
連
携
・
協
働
し
て
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く

環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
の
服
務
規
律
の
保
持

の
た
め
の
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立

月
間
」
な
ど
、
教
職
員
の
不
祥
事
防
止

に
向
け
た
集
中
的
な
取
組
み
や
年
間
を

通
じ
た
継
続
的
な
取
組
み
を
一
層
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
児
童

生
徒
の
安
全
確
保

生
活
安
全
・
交
通
安
全
・
災
害
安
全

に
関
す
る
内
容
を
適
切
に
位
置
付
け
た

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
児
童
生
徒
や

地
域
等
の
実
態
を
踏
ま
え
必
要
に
応
じ

て
見
直
す
と
と
も
に
、
事
件
・
事
故
・

災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
な
ど
の
実

施
や
、
通
学
路
の
安
全
確
保
、
危
機
管

理
に
関
す
る
校
内
研
修
を
一
層
充
実
し

て
ま
い
り
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
北
海
道
部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
す
る
推
進
計
画
」
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
学
校
・
保

護
者
・
地
域
及
び
近
隣
市
町
と
連
携
し

な
が
ら
合
同
部
活
動
の
導
入
、
地
域
の

人
材
を
活
用
し
た
部
活
動
指
導
員
等
の

人
材
バ
ン
ク
の
設
置
な
ど
、
地
域
移
行

が
円
滑
に
進
む
よ
う
環
境
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、

小
・
中
学
校
及
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
施
設
の
安
全
を
確
保
し

円
滑
な
教
育
活
動
が
行
え
る
よ
う
緊
急

性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
施
設
の
補
修
、

改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
備
品
に

つ
い
て
も
日
々
の
授
業
等
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
環
境
整
備
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
の
経
済

状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
た
め
、

児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
全
額
補
助
、

準
要
保
護
・
特
別
支
援
家
庭
へ
の
学
用

品
等
扶
助
や
高
等
学
校
通
学
費
等
補

助
、
中
体
連
参
加
へ
の
補
助
な
ど
を
引

き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
教
育
に
係

る
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

第
五
期
総
合
計
画
の
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
基
づ
き
、
村
民
が
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
多
様
な
学
習
機
会
や

学
習
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
村

民
相
互
の
学
習
活
動
を
支
援
し
、
地
域

で
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
の
教
育
・
学
習

環
境
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
一
部
の
社
会
教
育
事

業
の
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
度
に
お
い
て
も
、
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
、
安
全
な
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
講
座
の
開
設
な
ど
新
し
い
生
活
ス
タ

イ
ル
を
意
識
し
た
学
び
の
環
境
づ
く
り

に
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

公
民
館
講
座

「
だ
る
ま
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
が
代
表

作
で
あ
る
絵
本
作
家
「
か
こ
さ
と
し
」

さ
ん
の
長
女
鈴
木
万
里
さ
ん
を
迎
え
て

の
講
演
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
団
体
・

グ
ル
ー
プ
に
講
師
を
派
遣
す
る
講
師
派

上小自転車教室上小自転車教室

学童保育カルタ大会学童保育カルタ大会

つくし保育所　木育事業（木片で遊ぶ）つくし保育所　木育事業（木片で遊ぶ）
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遣
制
度
や
北
海
道
大
学
公
開
講
座
、
酪

農
学
園
大
学
セ
ミ
ナ
ー
研
究
報
告
会
な

ど
を
開
催
し
、
生
活
・
健
康
・
文
化
・

教
育
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
分
野
の
学

習
機
会
を
提
供
し
、
住
民
相
互
の
学
習

活
動
や
、
生
涯
学
習
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

放
課
後
教
育
活
動
支
援

生
徒
が
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
学
べ

る
学
習
環
境
の
場
を
提
供
し
、
家
庭
学

習
の
定
着
や
学
習
意
欲
の
向
上
に
繋
が

る
よ
う
令
和
四
年
度
に
引
き
続
き
公
設

学
習
塾
を
開
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
保
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
四
年
度
を
も
っ
て
上
興
部
小
学
校

が
閉
校
と
な
る
た
め
学
童
保
育
箇
所
を

西
興
部
地
区
に
統
合
し
、
児
童
が
楽
し

く
過
ご
せ
る
環
境
整
備
や
主
体
的
に
考

え
協
調
性
や
社
会
性
を
育
む
魅
力
あ
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
努
め
、
児
童
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
避
難
訓
練
や
不

審
者
対
応
な
ど
の
危
機
管
理
体
制
を
整

え
な
が
ら
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

地
元
茶
道
サ
ー
ク
ル
の
協
力
で
実
施

す
る
茶
道
教
室
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
登
校

の
見
守
り
、
施
設
見
学
や
職
業
体
験
、

陶
芸
・
木
育
教
室
な
ど
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
・
行
政
の
連
携
に
よ
る
教
育

を
一
層
推
進
す
る
た
め
連
携
強
化
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
の
醸
成

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
を
引
き
続

き
活
用
し
、
茶
道
や
華
道
な
ど
の
伝
統

文
化
の
普
及
活
動
、
村
お
こ
し
祭
り
や

文
化
祭
で
の
村
民
「
茶
会
」
の
開
催
、

芸
術
文
化
鑑
賞
の
機
会
や
文
化
団
体
・

サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
な
ど
、
地
域
に

根
付
い
た
様
々
な
文
化
活
動
の
振
興
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

ジ
ュ
ノ
ー
市
教
育
委
員
会
と
の
二
九

年
間
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
英

語
指
導
助
手
の
招

し
よ
う

聘へ
い

の
継
続
、
英
語

指
導
助
手
家
族
と
村
民
の
交
流
を
目
的

と
し
た
工
作
教
室
や
ク
リ
ス
マ
ス
・
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
、
つ
く

し
保
育
所
で
の
英
語
遊
び
な
ど
、
村
民

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
国
際
交
流
の
充

実
に
引
き
続
き
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
海
外
体
験
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
水
際
対
策
の
緩
和
や
、

令
和
五
年
五
月
八
日
か
ら
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
「
五
類
」
に

移
行
す
る
方
針
が
示
さ
れ
る
な
ど
対
策

緩
和
へ
の
動
き
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
実
施
に
向
け
保
護
者
や
ジ
ュ
ノ
ー

市
教
育
委
員
会
と
協
議
を
お
こ
な
い
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
図
書
室

令
和
五
年
度
に
読
書
活
動
の
推
進
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
に
「
読
書
推
進
計
画
」

の
策
定
に
取
組
み
ま
す
。
ま
た
、
令
和

四
年
度
に
引
き
続
き
専
門
家
の
助
言
・

指
導
・
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
季
節
ご

と
の
特
別
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

学
校
や
学
童
保
育
所
に
出
張
図
書
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
を
お
こ
な
う
な
ど
、
読
む

こ
と
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
読
書
環
境
づ

く
り
に
努
め
村
民
の
利
用
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

体
力
の
向
上
や
協
調
性
を
培
い
仲
間

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
の
他
に
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
や
健
康
維
持
・
増

進
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
村
民
の
交
流

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
体
力
測
定
を
取
り
入
れ
た
健
康
講

座
の
開
催
、
だ
れ
も
が
楽
し
く
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
機

会
の
提
供
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
全

村
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
開
催
や
体
育
団

体
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
及
び
指
導
者
育

成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

森
の
美
術
館
「
木
夢
」

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
み
て
、

ふ
れ
て
、
遊
ん
で
、
つ
く
る
」
体
験
を

最
大
限
に
活
用
し
、
木
の
お
も
ち
ゃ
と

ふ
れ
あ
う
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
子
供
達
の
心
身
の
健
康
や
豊

か
な
情
操
の
育
成
を
図
っ
た
施
設
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す
る
な
ど
、
村
内
外

か
ら
多
く
の
皆
様
に
来
館
い
た
だ
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
減
少

し
た
木
夢
の
入
館
者
数
の
増
加
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
期
総
合
計
画
に
お
け
る

新
た
な
主
要
施
策
で
あ
る
「
木
育
の
推

進
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
の
自
然

観
察
や
木
夢
の
木
工
な
ど
を
体
系
的
に

結
び
付
け
た
木
育
事
業
へ
の
展
開
を
図

り
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
地
域
に
根
付

く
特
色
あ
る
「
西
興
部
の
木
育
」
へ
と

繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
施
設

各
施
設
が
安
心
・
安
全
に
使
用
で
き

る
施
設
管
理
・
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設
の

更
新
・
改
修
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
五
年
度
の
教
育
行
政
の

執
行
に
あ
た
り
、
基
本
方
針
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
計
画

的
か
つ
効
果
的
・
効
率
的
な
取
り
組
み

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
議
会

を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
並
び
に
関
係
団

体
・
各
機
関
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
教
育
行
政
執
行
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

全村パークゴルフ大会全村パークゴルフ大会

カルチャーナイトカルチャーナイト
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第
一
回
臨
時
会

第
一
回
村
議
会
臨
時
会
が
二
月
三
日

に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
一
日
間
と
決
定

し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
一
般
行

政
報
告
と
今
臨
時
会
に
提
案
す
る
議
案

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

《
一
般
行
政
報
告
》

一
．
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

令
和
四
年
一
二
月
一
日
か
ら
令
和
五

年
一
月
末
ま
で
の
指
定
寄
附
の
受
納
に

つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
振
興
事
業
基
金
に

太
田
正
一
氏
よ
り
一
〇
〇
万
円
の
寄
附

が
あ
り
、
そ
の
他
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
に
九
件
一
二
〇
万
円
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
に
一
件
五
〇
万
円
、

木
夢
基
金
へ
一
件
三
万
円
の
総
額
二
七

三
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
旨
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
令
和
四
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

活
性
化
セ
ン
タ
ー
リ
ム
の
温
水
機
二

台
の
う
ち
一
台
が
劣
化
に
よ
り
不
具
合

が
発
生
し
た
た
め
取
替
工
事
に
係
る
経

費
及
び
国
の
令
和
四
年
度
二
次
補
正
予

算
で
新
た
に
創
設
さ
れ
た
出
産
・
子
育

て
応
援
事
業
の
実
施
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

�

（
第
一
二
号
）

補
正
額�

一
三
、
〇
五
〇
千
円

総　

額�

三
、
一
八
九
、
八
八
六
千
円

第
一
回
定
例
会

第
一
回
村
議
会
定
例
会
が
三
月
九
日

に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
二
日
間
と
決
定

し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
一
般
行

政
報
告
と
今
定
例
会
に
提
案
す
る
議
案

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

《
一
般
行
政
報
告
》

一
．
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
回
村
議
会
臨
時
会
（
二
月
三

日
）
以
降
の
工
事
等
発
注
状
況
（
工
事

金
額
等
が
議
決
要
件
に
満
た
な
い
も

の
）
に
つ
い
て
、
別
表
一
の
と
お
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
．
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

令
和
五
年
二
月
一
日
か
ら
二
月
末
ま

で
の
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
、
ふ

る
さ
と
振
興
事
業
基
金
に
村
尾
孝
二
氏

よ
り
一
〇
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、
そ
の

他
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
に
一
件
一

万
円
の
総
額
一
一
万
円
の
寄
附
が
あ
っ

た
旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
専
決
し
た
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

一
．
令
和
四
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ピ
ア
Ⅱ
の
リ
ビ
ン

グ
に
設
置
し
て
る
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
に
不

具
合
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
更
新
に

係
る
費
用
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

�

（
第
一
三
号
）

補
正
額�

三
五
二
千
円

総　

額�

三
、
一
九
〇
、
二
三
八
千
円

■
西
興
部
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

現
副
村
長
の
任
期
が
三
月
三
一
日
で

満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
現

副
村
長
の
吉
田
且
志
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

現
委
員
の
高
畑
秀
美
氏
は
三
月
三
一

日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に

山
下
英
二
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

■
表
彰
審
査
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

現
委
員
は
三
月
三
一
日
で
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
次
の
五
名
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

・
西
興
部　

郡　
　
　
　
　

勝　

氏

・
西
興
部　

中　

山　
　
　

豊　

氏

・
西
興
部　

向
井
地　

紀　

幸　

氏

・
六　

興　

菅　

生　

和　

幸　

氏

・
西
興
部　

佐
々
木　

由
紀
子　

氏

■
令
和
四
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

す
る
と
共
に
、
年
度
内
に
新
た
に
必
要

又
は
不
足
が
見
込
ま
れ
る
予
算
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。�

（
第
一
四
号
）

補
正
額�

▲
四
四
、
七
四
八
千
円

総　

額�

三
、
一
四
五
、
四
九
〇
千
円

■
令
和
四
年
度
西
興
部
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ

い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

す
る
と
共
に
、
一
般
被
保
険
者
の
医
療

費
の
増
に
伴
い
療
養
給
付
費
を
増
額
し

ま
し
た
。�

（
第
三
号
）

補
正
額�

四
、
八
〇
一
千
円

総　

額�

一
〇
七
、
三
二
二
千
円

■
令
和
四
年
度
西
興
部
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い

て年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

し
ま
し
た
。�

（
第
三
号
）

補
正
額�

▲
一
、
四
五
九
千
円

総　

額�

一
九
、
七
〇
二
千
円

■
令
和
四
年
度
西
興
部
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

す
る
と
共
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
増
に

伴
い
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
増

額
し
ま
し
た
。�

（
第
五
号
）

補
正
額�

六
四
〇
千
円

総　

額�

一
一
九
、
四
八
二
千
円

■
令
和
四
年
度
西
興
部
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

し
ま
し
た
。�

（
第
五
号
）

補
正
額�

▲
一
、
一
五
七
千
円

総　

額�

一
二
一
、
〇
四
五
千
円

■
令
和
四
年
度
西
興
部
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

年
度
末
に
よ
る
予
算
不
用
額
を
減
額

し
ま
し
た
。�

（
第
六
号
）

補
正
額�

▲
九
、
〇
五
三
千
円

総　

額�

九
七
、
八
九
六
千
円

■
西
興
部
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

保
健
、
福
祉
、
介
護
分
野
の
事
務
量

増
に
伴
う
人
員
増
等
を
踏
ま
え
、
現
行

の
職
員
数
四
二
名
を
四
五
名
と
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

別表一　工事請負契約の締結について

入　札　等
執行年月日 工　事　名　等 相手側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R5.2.14
活性化センター
リ ム 温 水 機
取 替 工 事

天 内
工業㈱ R5.2.16 R5.3.30 12,265,000 12,650,000

議
会
通
信
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び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

民
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
懲
戒
権
の

削
除
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
西
興
部
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

民
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
懲
戒
権
の

削
除
並
び
に
児
童
の
安
全
の
確
保
に
関

す
る
計
画
の
策
定
及
び
バ
ス
送
迎
に
あ

た
っ
て
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て

規
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

児
童
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
計
画

の
策
定
及
び
バ
ス
送
迎
に
あ
た
っ
て
の

安
全
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
規
定
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
医
師
嘱
託
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

嘱
託
医
師
の
報
酬
月
額
を
改
定
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て出
産
一
時
金
等
の
支
給
額
を
引
き
上

げ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
西
興
部
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

電
気
・
燃
料
費
等
の
管
理
経
費
高
騰

に
伴
い
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
テ
ル

森
夢
）
の
利
用
料
金
を
改
定
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

西
興
部
森
林
公
園
の
改
修
整
備
に
伴

い
、
施
設
の
廃
止
又
は
遊
具
施
設
の
改

修
等
に
よ
る
利
用
料
金
改
定
の
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

西
興
部
村
バ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
機

械
等
を
整
備
し
、
新
た
に
再
生
敷
料
、

堆
肥
及
び
熱
供
給
事
業
を
行
う
こ
と
か

ら
、
事
業
内
容
及
び
使
用
料
金
等
を
追

加
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
エ
ゾ
鹿

皮
な
め
し
工
房
）

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
村
営
札

滑
牧
野
）

西
興
部
村
が
管
理
す
る
「
西
興
部
村

エ
ゾ
鹿
な
め
し
工
房
」
を
引
き
続
き
西

興
部
村
猟
区
管
理
協
会
に
、「
村
営
札

滑
牧
野
」
を
引
き
続
き
株
式
会
社
オ
ホ

ー
ツ
ク
は
ま
な
す
育
成
牧
場
に
管
理
さ

せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
管
理
者
に

指
定
し
ま
し
た
。

■
村
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

改
良
工
事
に
よ
り
、「
西
興
部
三
丁

目
道
路
」
及
び
「
上
藻
西
一
線
」
の
二

路
線
の
変
更
を
認
定
し
ま
し
た
。

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
各
会
計
予
算

案
に
つ
い
て

令
和
五
年
度
各
会
計
（
一
般
会
計
・

五
特
別
会
計
）
の
審
議
に
つ
い
て
は
、

付
託
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
委
員
会
で
可
決
さ
れ
た
後
、

本
会
議
を
再
開
し
、
次
の
と
お
り
、
令

和
五
年
度
の
各
会
計
予
算
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
一
般
会
計

�

二
、
九
二
五
、
〇
〇
〇
千
円

※
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

�

一
〇
一
、
一
〇
〇
千
円

※
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

�

二
一
、
六
七
〇
千
円

※
介
護
保
険
特
別
会
計

�

一
一
六
、
三
五
〇
千
円

※
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

�

七
九
、
七
四
〇
千
円

※
下
水
道
事
業
特
別
会
計

�

一
四
五
、
七
二
〇
千
円

■
西
興
部
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
員
か
ら
の
提
出
議
案
で
、
現
行
の

二
常
任
委
員
会
を
一
常
任
委
員
会
に
統

合
し
、
所
管
事
務
の
調
査
及
び
請
願
等

の
審
査
の
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、
議

会
運
営
委
員
会
の
定
数
を
二
増
し
、
効

率
的
な
議
会
運
営
を
図
る
た
め
の
改
正

案
を
提
出
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

■
課
設
置
条
例
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

保
健
、
福
祉
、
介
護
分
野
の
業
務
量

増
に
伴
い
、
効
率
的
な
業
務
体
制
の
確

立
を
図
る
た
め
、
現
行
の
住
民
課
を
保

健
福
祉
課
と
住
民
生
活
課
に
分
割
す
る

た
め
、
関
係
す
る
二
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
公
務
員
の
定
年
延
長
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

地
方
公
務
員
の
定
年
を
段
階
的
に
引

き
上
げ
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、
新

た
に
二
条
例
を
制
定
し
、
関
係
す
る
八

条
例
の
一
部
を
改
正
、
一
条
例
を
廃
止

し
ま
し
た
。

■
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に
二
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
有
線
テ
レ
ビ
放
送
事
業
負

担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
組
合
運
営
協
議
会
か
ら
の
負

担
金
減
額
の
要
望
に
基
づ
き
、
現
行
六

〇
〇
万
円
の
負
担
金
を
四
五
〇
万
円
に

減
額
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
議
会
議
員
及
び
西
興
部
村

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
に
よ
り
選
挙
公
営
限
度
額
が

一
部
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

定
期
監
査
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
、

現
行
の
九
月
は
決
算
監
査
の
実
施
と
重

な
り
、
時
間
的
余
裕
に
乏
し
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
幅
広
い
期
間
で

実
施
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
村
営
住
宅
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

村
営
住
宅
番
号
二
〇
番
と
二
一
番
を

村
営
住
宅
か
ら
削
除
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

本
村
の
私
債
権
に
お
け
る
不
納
欠
損

は
民
法
上
の
時
効
の
み
で
あ
り
、
効
率

的
な
管
理
手
続
き
を
実
施
す
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
助
成
に
つ

い
て
必
要
事
項
を
定
め
る
た
め
、
新
た

に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

てつ
く
し
保
育
所
で
土
曜
日
保
育
を
開

始
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
西
興
部
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
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■
西
興
部
村
議
会
の
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
員
か
ら
の
提
出
議
案
で
、
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
独

自
に
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に

関
す
る
条
例
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
条
例
案
を
提
出
し
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

■
停
電
予
防
対
策
に
つ
い
て

�

（
質
問　

吉
水
一
男
議
員
）

停
電
予
防
対
策
に
つ
い
て
ご
質
問
い

た
し
ま
す
。

昨
年
一
二
月
二
三
日
か
ら
の
紋
別
市

及
び
興
部
町
で
の
停
電
に
つ
い
て
は
、

両
市
町
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
冬
期
に
お
い
て
大
変
な
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

隣
町
の
停
電
は
本
村
も
い
つ
停
電
に

な
る
か
と
肝
を
冷
や
し
て
お
り
ま
し

た
。
紋
別
市
の
停
電
の
発
生
は
湿
っ
た

雪
が
送
電
線
に
付
着
し
て
鉄
塔
の
倒
壊

に
よ
り
送
電
線
の
断
線
が
原
因
と
い
う

こ
と
の
よ
う
で
す
。
本
村
に
は
大
規
模

な
停
電
と
い
う
状
況
は
発
生
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
本
村
の
一
部
地
域

で
停
電
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
や
は

り
雪
に
よ
り
枝
が
折
れ
送
電
線
の
断
線

と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

雪
や
雨
や
風
の
自
然
は
防
ぎ
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
送
電
線
が
断

線
し
な
い
よ
う
な
対
策
は
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
送
電
線
付
近
の
木
を
伐
採
し
、
送

電
線
の
断
線
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
送
電
線
を
管
理
し
て
い
る

北
海
道
電
力
に
送
電
線
の
維
持
管
理
の

徹
底
を
村
長
か
ら
強
く
要
請
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
避
難
所
に
設
置
し
て
い
る

発
電
機
の
動
作
確
認
を
冬
季
に
入
る
秋

の
終
わ
り
に
実
施
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
村
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

只
今
の
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

昨
年
一
二
月
二
三
日
か
ら
二
四
日
に

か
け
て
、
低
気
圧
が
発
達
し
な
が
ら
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
側
に
移
動
し
て
停
滞
し
た

こ
と
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
を
中
心

に
大
雪
や
暴
風
雪
の
警
報
が
発
令
さ

れ
、
紋
別
市
内
の
送
電
線
の
鉄
塔
倒
壊

に
よ
り
、
紋
別
市
や
興
部
町
で
は
停
電

が
発
生
し
て
か
ら
復
旧
ま
で
に
か
な
り

の
時
間
を
要
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
二
二
日
夕

方
に
大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
、
二
日
間

で
六
九
ｃｍ
の
湿
っ
た
重
た
い
雪
が
降

り
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
除
雪
作
業
な
ど
に
ご
苦
労
さ
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
「
北
海

道
電
力
に
送
電
線
の
維
持
管
理
の
徹
底

を
村
長
か
ら
強
く
要
望
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
い
か
が
か
」
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
議
員
の
ご
質
問
に
あ
る
と
お

り
、
村
内
に
お
い
て
も
一
二
月
二
三
日

午
後
八
時
四
九
分
か
ら
五
時
間
ほ
ど
、

中
興
部
地
区
に
お
い
て
停
電
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

当
該
地
区
で
は
過
去
に
も
同
様
に
停

電
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
災

担
当
者
か
ら
北
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
担

当
者
に
対
し
て
、
維
持
管
理
の
強
化
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

北
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
二
年
に

一
回
を
目
途
に
配
電
線
沿
線
を
巡
視
し

て
お
り
、
供
給
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
支
障
木
を
ラ
ン
ク
付
け
し
て
、
枝

の
剪
定
や
支
障
木
の
伐
採
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
土
地
所
有
者
へ

の
承
諾
手
続
き
を
は
じ
め
、
人
員
や
経

費
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
北
電
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
全
て
の
支
障
木
を
伐

採
す
る
こ
と
は
実
態
と
し
て
困
難
で
あ

る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

北
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
維
持
管

理
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
要
望
書
の
提

出
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
考
え
て
は

い
な
い
も
の
の
、
北
見
支
店
ま
た
は
紋

別
セ
ン
タ
ー
に
は
、
停
電
予
防
対
策
に

つ
い
て
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

次
に
、
発
電
機
の
動
作
確
認
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
が
管
理
す
る
避
難
所
に

設
置
し
て
い
る
非
常
用
発
電
機
は
、
二

か
月
に
一
回
、
電
気
設
備
の
点
検
に
合

わ
せ
て
委
託
業
者
が
動
作
確
認
を
し
て

お
り
ま
す
し
、
気
象
情
報
な
ど
を
踏
ま

え
、
停
電
発
生
の
お
そ
れ
が
想
定
さ
れ

る
際
に
は
、
職
員
が
随
時
確
認
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
災
害
時
へ
の
備
え
に
万

全
を
期
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を

頂
き
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
対
す
る

答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

避
難
所
の
発
電
機
の
点
検
に
つ
い
て

は
、
充
分
点
検
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
常
に
安
心
し
て
避
難
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
村
民
の
皆
さ
ん
も
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
点
質
問
で
す
が
、
北
電
の
回

答
に
納
得
は
し
た
け
れ
ど
も
、
北
見
支

店
、
紋
別
セ
ン
タ
ー
に
対
し
予
防
対
策

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
要

請
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

�

（
再
答
弁
）

只
今
の
再
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
北

電
さ
ん
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
倒
木

対
策
と
し
ま
し
て
は
、
送
電
線
付
近
の

樹
木
に
つ
い
て
定
期
的
に
徒
歩
や
、
ま

た
は
一
部
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
で
現
状

確
認
し
ま
し
て
、
腐
食
等
の
倒
木
や
傾

い
た
木
等
を
発
見
し
た
場
合
に
伐
採
し

て
い
る
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

今
回
の
停
電
の
原
因
と
な
っ
た
倒
木

に
つ
い
て
は
、
健
全
な
樹
木
が
記
録
的

な
降
雪
に
よ
り
倒
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
話

し
て
お
り
ま
す
。

議
員
も
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
当
地
区

で
も
停
電
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
こ
う
い
っ
た
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
、
紋
別
の
セ
ン
タ
ー
を

管
轄
す
る
北
見
支
店
に
出
向
き
ま
し

て
、
倒
木
等
の
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
口
頭
で
要
請
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

（
再
々
質
問
）

村
長
が
出
向
く
の
か
、
副
村
長
が
出

向
く
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

是
非
と
も
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
心

配
し
て
い
る
の
は
、
電
話
な
ど
で
や
っ

て
し
ま
う
と
記
録
が
残
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
村
は
要
請
し

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
残
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

村
長
が
出
向
い
て
要
請
し
て
く
る
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
住
民
の
人
が
心

配
し
て
い
る
こ
と
を
ひ
と
つ
で
も
改
善

し
て
い
く
思
い
で
や
っ
て
い
た
だ
け
る

と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
再
々
答
弁
）

前
段
で
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、

担
当
者
の
方
で
は
、
災
害
が
あ
っ
た
都

度
、
紋
別
の
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
北
見
支

店
の
方
に
要
望
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
北
電
と
し
て
は
相
当
長
い
距
離
の

送
電
線
、
配
電
線
を
管
理
し
て
い
ま
す

の
で
、
全
て
対
応
い
た
だ
け
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
次
の
段
階
と
し
て
私
が

セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
支
店
の
方
に
出
向

き
ま
し
て
、
口
頭
で
要
望
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
物
価
高
騰
に
よ
る
年
金
生
活
者
支
援

に
つ
い
て

�

（
質
問　

吉
水
一
男
議
員
）

物
価
高
騰
に
よ
る
年
金
生
活
者
支
援
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に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
し
ま
す
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
世
界
の
物
価
高
騰
が
始

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
も
昨
年
か
ら

食
料
品
の
価
格
高
騰
、
灯
油
や
ガ
ソ
リ

ン
等
の
燃
料
費
の
高
騰
、
ま
た
、
電
気

代
の
高
騰
と
な
り
住
民
の
生
活
は
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

村
も
昨
年
は
地
域
振
興
券
の
配
布
や

プ
レ
ミ
ア
付
き
商
品
券
の
販
売
等
生
活

支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

昨
年
一
〇
月
に
最
低
賃
金
の
改
定
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
賃
金
が
改

定
と
な
り
、
世
間
の
現
役
世
代
に
は
何

ら
か
の
賃
金
ア
ッ
プ
は
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
も
春
闘
が
行

わ
れ
て
お
り
賃
金
の
改
定
の
兆
し
が
出

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
年
金
受
給
者
の
年
金
は
本

年
四
月
に
改
定
さ
れ
六
月
支
給
分
か
ら

増
額
に
な
る
と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
報
道
に
よ
る
と
年
金
額

の
改
定
を
し
て
も
物
価
高
騰
に
対
し
て

追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
本
年

も
非
常
に
生
活
が
厳
し
い
状
況
と
な
る

こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

二
月
に
令
和
五
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
ご
説
明
を
頂
き
ま
し
た
が
、
政
策
的

な
予
算
に
つ
い
て
は
改
め
て
提
示
し
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
政
策
予
算
に
つ
い
て

ぜ
ひ
年
金
生
活
者
へ
の
生
活
支
援
に
つ

い
て
予
算
計
上
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
村
長
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

只
今
の
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

三
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
消

失
や
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
国
内
の

経
済
社
会
活
動
の
抑
制
に
よ
り
国
内
経

済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
の
昨
年
二
月
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
資

源
価
格
の
高
騰
や
穀
物
価
格
の
高
騰
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
値
上
げ
が
相

次
ぎ
、
特
に
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
燃

料
、
電
気
、
度
重
な
る
食
料
品
の
高
騰

な
ど
、
家
計
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等

を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
や
、
事
業
継
続
の
た
め
の
経
営
・
燃

料
費
高
騰
へ
の
支
援
、
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
支
援
な
ど
、
そ
の
時
々
の

必
要
性
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
未
だ
終
息
の
見
え
な
い

戦
争
の
影
響
が
、
こ
の
先
、
住
民
生
活

に
今
以
上
の
負
担
と
な
る
こ
と
は
、
必

至
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
そ
の
影
響
が
ど
の
程
度
の
も
の
か

計
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考

え
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
年
金
額
は
物
価
と
賃
金
の
変
動

率
を
反
映
し
て
毎
年
度
見
直
さ
れ
ま
す

が
、
厚
生
労
働
省
が
一
月
二
〇
日
に
発

表
し
た
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額
は
六
七

歳
以
下
で
七
九
五
、
〇
〇
〇
円
、
六
八

歳
以
上
で
七
九
二
、
〇
〇
〇
円
と
、
三

年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
さ
れ
た
も
の
の
、

将
来
世
代
の
年
金
給
付
を
確
保
す
る
た

め
の
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を
発

動
し
、
物
価
上
昇
率
の
二
・
五
％
よ
り

〇
・
六
％
目
減
り
の
引
き
上
げ
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
吉
水
議
員
が
言
わ
れ
る

と
お
り
物
価
高
騰
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
申
し
上
げ
た
政
策
予
算
の
提
示

に
つ
い
て
は
、
先
の
村
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
三
期
目
四
年
間
に
お
け
る
村

づ
く
り
へ
の
公
約
の
な
か
で
、
新
年
度

当
初
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い

が
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
取
り

組
む
も
の
が
あ
れ
ば
六
月
の
定
例
会
に

補
正
上
程
致
し
た
い
と
の
思
い
で
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
に
お
け
る
物

価
高
騰
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
あ
ま
り
例

を
見
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

影
響
が
今
年
上
半
期
ま
で
続
く
予
想
も

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
質
問
に
あ
り
ま
す

「
年
金
生
活
者
へ
の
生
活
支
援
に
つ
い

て
予
算
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
質
問
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

そ
の
時
々
の
状
況
を
見
極
め
、
時
期
や

対
象
者
を
精
査
し
な
が
ら
、
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
、
吉
水
議

員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま

す
。

�

（
再
質
問
）

物
価
高
騰
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、

ど
の
学
者
さ
ん
も
こ
う
な
っ
た
場
合
は

と
い
う
仮
定
の
話
し
ば
か
り
で
、
正
解

が
な
い
の
が
今
の
状
況
だ
と
思
い
ま

す
。
村
長
の
答
弁
で
は
、
そ
の
時
々
の

状
況
を
見
極
め
、
時
期
や
対
象
者
を
精

査
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
が
、
年
金
生
活
者
は
既
に
切
羽
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
年
金
生
活
者
の
方

は
、
昨
年
年
金
を
減
額
さ
れ
、
更
に
食

料
品
等
の
物
価
高
騰
、
又
は
電
気
代
の

高
騰
で
か
な
り
節
約
を
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
既
に
限
界
に
き
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
年
金
生

活
者
の
方
々
が
希
望
が
持
て
る
よ
う
な

配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
村
長
の
政
策
予
算
の
最
重
要
課
題

と
し
て
六
月
定
例
会
に
予
算
計
上
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

�

（
再
答
弁
）

只
今
の
吉
水
議
員
の
再
質
問
で
あ
り

ま
す
が
、
年
金
生
活
者
の
み
な
ら
ず
、

低
所
得
者
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
の

物
価
高
騰
に
対
し
て
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

今
言
わ
れ
て
い
る
高
騰
が
ど
こ
ま
で
続

く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
不
透

明
な
と
こ
ろ
で
、
大
変
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
年
金
生
活
者
の
生
活

が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は

重
々
承
知
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ま
で
四
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
上
で
更

に
村
の
一
般
財
源
を
上
乗
せ
を
し
て
そ

れ
ぞ
れ
対
応
し
て
き
て
お
り
ま
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
は
、
プ

レ
ミ
ア
率
一
〇
〇
％
、
ま
た
高
齢
者
世

帯
等
に
は
一
世
帯
あ
た
り
一
万
二
千

円
、
地
域
振
興
券
は
二
万
円
、
高
齢
者

等
の
石
油
価
格
高
騰
に
つ
き
ま
し
て
も

一
世
帯
一
万
円
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
す
る
給
付
金
に
つ
い
て
は
五
万
円

と
、
そ
れ
ぞ
れ
や
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

地
域
振
興
券
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

に
つ
い
て
は
、
最
近
ま
で
換
金
し
て
い

た
だ
く
期
間
を
設
け
て
や
っ
て
き
た
経

過
に
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
政
府
は
食
料
品

の
相
次
ぐ
値
上
げ
と
物
価
の
高
騰
等
を

踏
ま
え
ま
し
て
、
国
民
生
活
や
企
業
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
国
は
今
年
度
の

予
備
費
を
活
用
す
る
方
針
を
決
定
し
て

お
り
ま
し
て
、
今
月
中
に
追
加
対
策
を

ま
と
め
る
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
国
や
道
と

歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
年
金
生
活

者
、
低
所
得
者
等
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
、
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
厳
し
い
状

況
は
重
々
分
か
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

議
員
が
言
わ
れ
ま
す
と
お
り
、
国
等
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
六
月
定
例
会
等
に

ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
対

象
者
、
金
額
等
に
つ
い
て
議
会
と
も
協

議
し
な
が
ら
支
援
策
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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令和５年度 西興部村予算の概要

一般会計 特別会計 予算総額（一般＋特別）

29億2,500万円 4億6,458万円 33億8,958万円
前年度比31,900万円増

【12.2％増】
前年度比 996万円増

【2.2％増】
前年度比32,896万円増

【10.7％増】

一般会計予算の内訳

歳入総額 29億2,500万円

歳出総額 29億2,500万円

道支出金
1億974万円

地方交付税
15億2,200万円

普通建設事業費
5億1,127万円

公債費
5億1,730万円

補助費等
5億506万円

村債
4億9,050万円

人件費
5億2,003万円

使用料及び手数料
1億921万円

村税
9,895万円

国庫支出金
8,192万円

地方譲与税等
6,574万円

諸収入
7,517万円

繰入金
2億3,770万円 その他

1億3,407万円

その他
1億8,017万円

扶助費
7,013万円維持補修費

1億2,912万円

繰出金
1億4,206万円

物件費
3億4,986万円

村民一人あたりの村民一人あたりの予算額予算額  2,850,877円2,850,877円  （令和（令和55年2月28日現在人口1,026人で計算）年2月28日現在人口1,026人で計算）

令和 5年度の予算が 3月 9日から開催された第 1回定例村議会で審議され、原案のとおり可決されました。…
村の「第 5期総合計画」の総合目標「2031年度末人口 1,000 人以上」の実現に向け、村民が安心して元気で

暮らせる村づくりのための様々な施策を実施していきます。
一般会計の予算総額は、対前年度当初比で 12.2%増の 29億 2,500 万円となり、5つの特別会計を加えた総

額は、33億 8,958 万円（対前年度比 10.7%増）となっています。
今年度、新たに実施される主な事業として、バイオガスプラントの余剰熱を活用したみかんの温室栽培事業を

はじめ、最終年となる森林公園再整備改修事業の公園整備、道路改良事業では越中団体道路改良工事、村道流末
排水路整備工事、環境衛生事業では葬祭場屋根外壁塗装工事を行います。
また、ソフト事業では新規事業として、50歳を境に発症率が急激に高くなる帯状疱疹の予防ワクチン接種助

成事業や、テレビを通じて村の魅力を全国に発信する西興部村魅力発信事業、高齢者生活の支援の一環として買
い物等バス利用支援事業及び村内で不足する人材確保に繋げるためのインターンシップ受入支援事業のほか、引
き続き、福祉会運営及び福祉会人材確保事業への補助を行うとともに、村内での新規起業や既存事業基盤支援も
実施します。教育・人材育成関連では、生徒海外体験学習事業や家庭学習支援拠点運営事業により、ICT教育の
推進や学習塾の運営を実施し、放課後教育の環境整備を図ります。これらの歳出に対して歳入では、村税をはじ
め、歳入全体の 52.0%を占める地方交付税、各種事業を実施するための国や道からの補助金等を見込んで、歳
出とのバランスを図っています。
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■主な建設等事業

区　分 事　業　の　内　容

公園・夢施設
の  整  備

森林公園改修整備事業（最終年）

ホテル森夢改修工事
（浴室給湯設備整備ほか）

地域産業
の 振 興

バイオガスプラント余剰熱利用事業
（みかん温室栽培）

道路住宅
環境の整備

村道流末排水路整備工事

越中団体道路改良工事

健康増進・
医療の充実

帯状疱疹ワクチン予防接種助成事業

診療所医療機器・歯科診療所歯科
ユニット更新事業

福 祉 の
充　  実

にしおこっぺ福祉会運営補助

にしおこっぺ福祉会奨学金支援事業補助

高度情報化 村内イントラネットワーク機器更新工事

観光交流
人口の拡大 西興部村魅力発信等業務委託

環境整備 葬祭場屋根・外壁塗装工事

教育の充実
と環境整備

GIGA スクール運営支援センター
整備事業業務委託

生徒海外体験学習事業

家庭学習支援拠点運営事業業務委託

商工業の
振　　興

中小企業等ふるさと創造支援事業
（起業・新規事業への支援）

【参考】
令和４年度予算で令和５年度に繰り越して実施する事業

区分 事　業　の　内　容

一
般
会
計

新型コロナウイルスワクチン接種事業

活性化センターリム温水機取替事業

村税の内訳 総額 9,895 万円

税区分 予算額 前年比

村 民 税
（ 個 人 ） 4,590 万円 3.8%増

（ 法 人 ） 449万円 10.6%増

固 定 資 産 税 3,854 万円 2.6%減

軽 自 動 車 税 292万円 0.0%増

村 た ば こ 税 710万円 12.7%増

特別会計予算総額 4億 6,458 万円

会計種別 予算額 前年比

国民健康保険会計 1億 110万円 8.1%増

後期高齢者医療会計 2,167 万円 2.7%減

介 護 保 険 会 計 1億 1,635 万円 14.3%増

簡 易 水 道 会 計 7,974 万円 41.9%減

下 水 道 会 計 1億 4,572 万円 46.0%増

■村の一年間の詳しい事業内容につきましては、

　　　　令和５年度予算説明書「今年はこんな仕事をします」
� を全戸配布いたしますので、ご覧下さい。

一般会計当初予算額の推移

22億22億
6,000万円6,000万円

29億29億
2,500万円2,500万円

25億円

25億
3,800万円

26億
600万円

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

320,000

300,000

280,000

260,000

240,000

220,000

200,000

予算



広報にしおこっぺ （16）

■
「
児
童
扶
養
手
当
」
制
度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促

進
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
助
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
一
定
以
下
の
所
得
で
基
準
の
条
件

に
当
て
は
ま
る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る

日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
）
を
養
育
し
て
い
る
父
又
は

母
や
、
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
児
童
の
心
身
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満

ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
制
度
に

　

つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
、
身

体
又
は
精
神
に
障
が
い
を
有
す
る
児
童

を
養
育
す
る
父
母
等
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
20
歳
未
満
の
身
体
又
は
精
神
に
障

が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
養
育
し

て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
西
興
部
村
合
葬
墓
の
利
用
を

　

受
け
つ
け
て
い
ま
す

令
和
４
年
度
に
血
縁
に
関
係
な
く
複

数
の
方
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
合

葬
墓
が
完
成
し
、
使
用
許
可
申
請
を
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
合
葬
墓
は

村
が
管
理
し
ま
す
の
で
、
お
墓
の
承
継

や
将
来
の
無
縁
化
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
合
葬
墓
使
用
の
要
件
、
使
用
料
、

申
請
か
ら
納
骨
ま
で
の
流
れ
な
ど
に
つ

い
て
は
、
広
報
に
し
お
こ
っ
ぺ
令
和
４

年
秋
号
又
は
西
興
部
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
担
当
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
葬
墓
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、「
死
体
埋
火
葬
許
可
証
」
又
は

「
改
葬
許
可
書
」
等
の
必
要
書
類
を
添

え
て
、
左
記
担
当
係
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
一
度
納
骨
す
る
と
、
焼
骨
を

取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

利
用
を
希
望
す
る
際
は
家
族
や
親
族
な

ど
と
よ
く
相
談
の
う
え
、
申
請
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

西
興
部
村
役
場
住
民
生
活
課
環
境
係

電
話　

８
７
―
２
１
１
４

■
令
和
５
年
度　

ひ
ま
わ
り
基
金
法
律

事
務
所
無
料
法
律
相
談
（
事
前
予

約
）
の
日
程

紋
別
市
に
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す

「
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」
で

は
、
西
興
部
村
に
お
い
て
隔
月
で
無
料

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

も
し
身
近
に
法
律
に
関
す
る
問
題
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
是
非

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年

　

４
月
６
日　

担
当　

宮
下　

弁
護
士

　

６
月
１
日　

担
当　

大
根
田
弁
護
士

　

８
月
３
日　

担
当　

宮
下　

弁
護
士

　

10
月
５
日　

担
当　

大
根
田
弁
護
士

　

12
月
７
日　

担
当　

宮
下　

弁
護
士

令
和
６
年

　

２
月
１
日　

担
当　

大
根
田
弁
護
士

�

（
隔
月
第
１
木
曜
日
）

◦
時
間　

10
時
か
ら
12
時

（
一
人
30
分
程
度
を
予
定
）

◦
場
所　

西
興
部
村
公
民
館　

会
議
室

◦
相
談
内
容　

法
律
相
談
全
般

（�

例　

多
重
債
務
・
離
婚
・
交
通
事

故
・
相
隣
関
係
・
借
地
借
家
・
相

続
・
刑
事
事
件
・
犯
罪
被
害
者
他
）

◦
事
前
予
約

　

相
談
に
は
「
事
前
予
約
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
。（
前
日
の
17
時
ま
で
に
連
絡
）

　

予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
予
約
の
受

付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
電
話
予
約

　

流
氷
の
町
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

電
話
（
０
１
５
８
）
２
８
―
５
５
８
５

■
『
春
の
火
災
予
防
運
動
』
が
始
ま
り

ま
す
！

春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月
20
日
か

ら
30
日
ま
で
、
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
住
民
の

皆
様
に
防
火
に
関
す
る
意
識
や
行
動
力

を
高
め
て
頂
く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生

を
未
然
に
防
止
し
、
万
が
一
発
生
し
た

場
合
に
も
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
こ

と
に
よ
り
、
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥

し
風
の
強
い
日
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
扱
い
や
不

始
末
が
思
わ
ぬ
火
災
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。こ

の
機
会
に
火
災
予
防
に
対
す
る
知

識
と
意
識
を
高
め
て
頂
き
、
火
災
を
発

生
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
期
間
中
は
、
広
報
車
に
よ
る
広

報
活
動
や
消
防
団
員
等
に
よ
る
防
火
査

察
を
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
住
民
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
令
和
４
年
中
の
火
災
状
況
に
つ
い
て

昨
年
、
紋
別
地
区
消
防
組
合
内
に
お

け
る
火
災
件
数
は
19
件
で
前
年
よ
り
２

件
減
少
。
内
訳
と
し
て
は
、
建
物
火
災

16
件
・
車
両
火
災
１
件
・
そ
の
他
２
件

で
、
死
傷
者
に
つ
い
て
は
、
死
者
２

名
、
負
傷
者
２
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
火
災
原
因
別
で
は
コ
ン
ロ

や
ス
ト
ー
ブ
、
排
気
管
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
の
火
災
が
多
い
の

で
、
日
常
の
火
災
に
対
す
る
注
意
を
心

掛
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
西
興
部
村
に
お
い
て
は
火
災

の
発
生
は
１
件
（
建
物
）
あ
り
、
１
名

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
火
災
の
無
い
安
心
・
安
全
な

村
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
消
防
か
ら
の
お
し
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ
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■
ご
存
じ
で
す
か
？

　

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
会
」
制
度

・「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
と

は
、
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す

る
苦
情
を
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦

情
審
査
委
員
が
公
平
で
中
立
な
立
場
か

ら
審
査
す
る
制
度
で
す
。

・
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情

で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
に
申
立
て
が

で
き
ま
す
。

・
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な

点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
道

の
機
関
に
税
制
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

・
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護
に
も

十
分
配
慮
し
ま
す
。

窓
口
は
道
庁
の
道
政
セ
ン
タ
ー
又
は

各
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）
総
務
課
で

す
。申

立
て
方
法
や
申
立
書
様
式
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
は
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�https://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

ss/dsc/kujyou-m
ousitate.htm

l

苦
情
の
申
立
方
法　

北
海
道　

検
索

・
苦
情
の
申
立
に
必
要
な
事
項
を
記
入

し
、
窓
口
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

も
申
立
が
で
き
ま
す
。

※�

電
話
や
匿
名
で
の
申
立
は
受
け
付
け

て
お
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
―
８
５
８
８

札
幌
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

電
話
（
０
１
１
）
２
０
４
―
５
５
２
３

�

（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
１
）２
４
１
―
８
１
８
１

メ
ー
ル

kujyou.koueki@
pref.hokkaido.lg.jp

○
各
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）
総
務
課

■
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

◎
令
和
５
年
度
保
険
料
率
改
定
の
ご
案
内

令
和
５
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・
29
％
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
10
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保

険
料
率
は
1
・
82
％
（
プ
ラ
ス
０
・
18

ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
医
療
費
適
正
化
等
の
取

組
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
さ
ら
に
お
得
に
な
る

　
「
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
」
の
ご
案
内

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
35
～
74
歳
の
被

保
険
者
の
方
を
対
象
に
「
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

年
度
内
１
回
に
限
り
、
健
診
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
５

年
４
月
か
ら
は
、
自
己
負
担
額
を
７
、

１
６
９
円
か
ら
５
、
２
８
２
円
に
軽
減

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
５
大
が
ん
検
診

を
含
め
た
充
実
し
た
健
診
項
目
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
の
「
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

全
国
健
康
保
険
協
会

�

（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

電
話
（
０
１
１
）
７
２
６
―
０
３
５
２

�

（
代
表
）

■
「
障
害
年
金　

無
料
相
談
会
」
開
催

障
害
年
金
は
、
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り

働
く
こ
と
や
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
に
な
っ
た
方
を
、
経
済
面
で
フ
ォ

ロ
ー
す
る
国
の
年
金
制
度
で
す
。
残
念

な
が
ら
老
齢
年
金
や
遺
族
年
金
と
比
べ

る
と
認
知
度
が
低
く
、
制
度
を
知
ら
な

い
た
め
に
、
受
け
取
る
べ
き
年
金
を
受

け
と
れ
て
い
な
い
方
が
大
勢
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

・
日
時　

令
和
５
年
５
月
12
日
㈮

　

�
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

・
場
所　

熊
谷
年
金
労
務
相
談
事
務
所

（
北
見
市
山
下
町
３
―
２
―
18

�

は
る
み
Ａ
―
12
号
室
）

・
相
談
料　

無
料

・
相
談
担
当
者　

　

社
会
保
険
労
務
士　

熊
谷　

奈
緒
子

・�

内
容　

予
約
制
で
す
。
あ
ら
か
じ
め

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
お
申
し
込
み
先

　

道
東
・
オ
ホ
ー
ツ
ク

�

障
害
年
金
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

電
話
（
０
１
５
７
）
５
１
―
６
４
２
３

（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
９
時
～

�

午
後
５
時
）

・
本
件
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

〒
０
９
０
―
０
０
３
７

北
見
市
山
下
町
３
丁
目
２
―
18

�

は
る
み
Ａ
―
12
号
室

道
東
・
オ
ホ
ー
ツ
ク

�

障
害
年
金
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

電
話
（
０
１
５
７
）
５
１
―
６
４
２
３

■
６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」
で
す

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
は
多

数
お
り
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状
況
を
み

る
と
、
社
会
保
険
等
の
未
加
入
や
適
正

な
労
働
条
件
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
等

の
問
題
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
外
国

人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次
の
３
点
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

①�

就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
で

あ
る
こ
と

　

②�

雇
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を
行

う
こ
と

　

③�

労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の
加
入

を
は
じ
め
適
正
な
雇
用
管
理
を
行

う
こ
と

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
労
働
施
策

総
合
推
進
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働

者
の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の
指
針

を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た

だ
き
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、
ル

ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
又
は

労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
６
月
１
日
は
「
電
波
の
日
」
で
す
」

総
務
省
で
は
６
月
１
日
を
「
電
波
の

日
」
と
定
め
、
６
月
10
日
ま
で
の
「
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」
に
電
波
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の

周
知
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適

正
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相

談
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局

電
話
（
０
１
１
）
７
３
７
―
０
０
９
９

電
話
受
付
時
間

８
：
30
～
12
：
00
、
13
：
00
～
17
：
00

�

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
北
海
道
総
合
振
興
局
】

【
そ
の
他
】



広報にしおこっぺ （18）

◎環境美化推進事業
事　業　内　容 環境美化の推進を図るため、各家庭や事業所等での花いっぱい活動に対する支援。

補 助 対 象 者 村民又は村内の事業所

補 助 対 象 経 費 種子 ･ 球根 ､ 花苗 ､ 肥料 ､ プランターなど ､ 花いっぱい活動に必要な経費。
ただし、人目に付く場所に設置するものに限る。

補助金限度額等 補助率 3/4 以内　個人 3,000 円　事業所 1 万円

◎小規模イベント等開催支援事業

事　業　内　容 地域の賑わいを創造するため、村民等が企画し、誰もが参加でき、
おおむね 20 人以上の参加者をもって開催されるイベント等に対する支援。

補 助 対 象 者 複数の村民、村内の事業所及び団体等

補 助 対 象 経 費 イベント等の開催に必要な経費。ただし ､ 人件費、食料費、備品購入費を除く。
同一補助対象者年間 1 回に限る。

補助金限度額等 補助率 3/4 以内　10 万円

美しく住みよい活力あるむらづくり応援事業美しく住みよい活力あるむらづくり応援事業

令和 3 年度、令和 4 年度に補助金申請を行った方も 対象になります !!

お家のまわりを花いっぱいにしませんか？

令和５年度より新設しました！「小規模イベント等開催支援事業」

詳しくは、役場企画総務課　企画係までお問い合わせください。

村に新たな村に新たな
賑わいを創るため、賑わいを創るため、

ぜひぜひ、、ご活用ください !!ご活用ください !!

　村では、オホーツク紋別空港の利用促進と村の活性化のため、昨年度に引き続き本年度も「オホー
ツク紋別空港利用促進助成事業」を実施します。
　村民が紋別羽田便を利用した場合だけでなく、紋別羽田便を利用し、ホテル森夢に宿泊する道外から
の観光客や、道外に就学している生徒や学生がお盆や正月などに村に帰省する場合も対象になります。

【問い合わせ先】　
ご不明な点については下記にお問い合わせください。

西興部村役場企画総務課企画係
TEL: ８７－２１１１　FAX: ８７－２７７７
Eメール：ni.kikaku@vill.nishiokoppe.lg.jp

【助成額】　片道10,000円　往復20,000円（小児運賃利用の場合は半額）

区　分 片　道 往　復 備　　　　　考

村民等 10,000円 20,000円 村内に住所を有する方及び村に住所はないが、村民と同一生計にある生徒・学生等も対象。

道外者
（1泊） 10,000円 10,000円

①�道外者で日本国内に住所を有し、下記の「ホテル森夢特別プラン」を利用すること。
②�「ホテル森夢特別プラン」の「1泊コース」又は「2泊コース」利用が条件。
③�クラス会などで、5名以上の団体等がホテル森夢に宿泊し「ホテル森夢特別プラン」利
用相当である場合も対象。（ホテル森夢で証明します。）

④�小児運賃対象者（満3歳以上満12歳未満）は、寝具を利用した宿泊利用だけでも対象。
道外者
（2泊） 10,000円 20,000円

※旅割やパック商品も対象。※助成額を下回る航空運賃プランを利用した
　場合は、同運賃を上限として助成。
※旅費相当額について、西興部村から他の支給・助成等を受ける者は対象外。
※素泊まり等、「ホテル森夢特別プラン」以外での宿泊は対象外。

【申請手続き】　�搭乗後30日以内に、村ホームページより申請用紙をダウ
　ンロード及び役場備え付けの用紙に記入の上、ご搭乗案内等の必要な書類を
　添付し西興部村役場へ申し込み。（郵送も可）

オホーツク紋別空港利用促進助成事業を本年度も実施しますオホーツク紋別空港利用促進助成事業を本年度も実施します
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（単位：千円）

氏　　名 都道府県名 寄　　附　　の　　使　　途
ふるさと振興基金 ふるさと応援基金 企業版ふるさと応援基金 「木夢」基金

1 尾中　英一 様 北 海 道 ●
2 武田千枝子 様 北 海 道 ●
3 吉野恵美子 様 北 海 道 ●
4 太田　正一 様 北 海 道 ●
5 村尾　孝二 様 北 海 道 ●
6 兼田　博光 様 東 京 都 ●
7 中村　早苗 様 千 葉 県 ●
8 多賀　雅美 様 北 海 道 ●
9 前川　恭子 様 北 海 道 ●
10 亀津　絵里 様 神奈川県 ●
11 胸形　武明 様 神奈川県 ●
12 栁生真輝人 様 東 京 都 ●
13 寺田　悠紀 様 埼 玉 県 ●
14 橋村　時雄 様 北 海 道 ●
15 別府　美典 様 東 京 都 ●
16 深尾　幸夫 様 北 海 道 ●
17 日美　雪乃 様 北 海 道 ●
18 川崎　　文 様 北 海 道 ●
19 草浦　翔子 様 北 海 道 ●
20 川本　幸司 様 茨 城 県 ●

非公表 12名 ● ● ●
各基金ごとの寄附額計 1,300 1,933 500 61

“ふるさと“ふるさと納税納税”で”で心温心温まるごまるご寄附寄附ありがとうございましたありがとうございました
今後今後のの村村づくりにづくりに大切大切にに使使わせていただきます…わせていただきます…

「ふるさと納税制度」で、村と縁のある方や村に関心をもっていただいた方などから、心温まるご寄附をいただきました。
皆様から寄せられたご支援に対しまして心からお礼を申し上げるとともに、いただいたご寄附は、指定の基金条例

に沿って、今後の村づくりのために大切に使わせていただきます。
誠にありがとうございました。
ここでは、令和 4年度にご寄附いただいた方で、氏名等の公表にご同意をいただいた方々をご紹介しています。

●
令
和
４
年
３
月
11
日
～
令
和
５
年
３
月
10
日
受
領
分

●�

敬
称
略
、
氏
名
・
居
住
都
道
府
県
名
・
寄
附
の
使
途
（
指
定
基
金
名
）
の
み
公
表

い
た
し
ま
す
。

●�

個
人
の
寄
附
額
は
公
表
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
寄
附
者
が
１
名
の
基
金
は
合
計

欄
を
表
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

令和５年度 自動車免許更新時講習日程表
場　所 西興部村公民館 興 部 町 中 央 公 民 館 雄武町民センター
種　別 特定任意講習 優良運転者 一般運転者 違反運転者 初回運転者 優良運転者 一般運転者 違反運転者

時間
月 13:30 ～ 15:30 13:00～ 13:30 13:00～ 14:00 13:50～ 14:50 13:00～ 15:00 13:50～ 15:50 14:10～ 16:10 13:00～ 13:30 13:50～ 14:50 13:50～ 15:50
4 月 18 日㈫ 4日㈫ 4日㈫ 13日㈭ 25日㈫ 25日㈫
5 月 10 日㈬ 18日㈭ 10日㈬ 18日㈭ 23日㈫ 23日㈫
6 月 6 日㈫ 6日㈫ 15日㈭ 22日㈭ 22日㈭
7 月 4 日㈫ 13日㈭ 4日㈫ 13日㈭ 25日㈫ 25日㈫
8 月 3 日㈭ 3日㈭ 8日㈫ 22日㈫ 22日㈫
9 月 5 日㈫ 14日㈭ 5日㈫ 14日㈭ 26日㈫ 26日㈫
10 月 17 日㈫ 3日㈫ 3日㈫ 12日㈭ 24日㈫ 24日㈫
11 月 7 日㈫ 16日㈭ 7日㈫ 16日㈭ 21日㈫ 21日㈫
12 月 5 日㈫ 5日㈫ 14日㈭ 21日㈭ 21日㈭
1 月 10 日㈬ 18日㈭ 10日㈬ 18日㈭ 23日㈫ 23日㈫

2 月 1 日㈭ 1日㈭ 8日㈭ 15日㈭ 15日㈭
特定任意講習
20 日㈫

3 月 5 日㈫ 14日㈭ 5日㈫ 14日㈭ 21日㈭ 21日㈭
◎西興部村の特定講習は、西興部村役場交通安全室で受付をしてください。（運転免許証必要）
◎興部町、雄武町で受けられる方は、興部警察署の窓口で更新手続きをされた後に「更新時講習」を受講してください。
◎高齢運転者（70歳以上）は「高齢者運転者講習会」を受講後に、免許証更新手続きをしてください。
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第一駐車場

子育て支援
センター

第三駐車場

テントサイト

ステージ

ミニバッテリー
カー広場

村内各種公園オープン
開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他 お問い合わせ

西興部森林公園 森林公園の営業は下記でご確認ください。

ログハウス 通年 チェックイン：午後3時から
チェックアウト：午前10まで なし

ログハウス料金（一棟）
　6～8月　10,000円
　9～5月　11,000円

ホテル森夢
87-2000

ＢＢＱハウス 4月29日～
10月15日

隣接テントサイト
及び近隣
住民の迷惑にならない時
間帯でご利用ください。

なし 利用料無料
ＢＢＱハウスの利用は要予約

商工会
87-2974
平日
午前９時～午後５時

興楽園 5月上旬～
10月下旬

午前9時～午後5時

なし 利用無料
お茶室の利用は要予約 役場産業建設課

林務商工係
87-2111上興部

いこいの森公園
5月上旬～
10月下旬 なし パークゴルフ用具は、パークゴルフ場

休憩小屋で無料貸し出ししております。

フラワーパーク
花夢

4月29日～
10月15日

毎週火曜日
（火曜日が祝日の
場合は翌日休園）

入園料　大人（高校生以上）200円
　　　　小人（中学生以下）無料
（�村民については無料ですので、売店
受付へ申請して下さい。） 道の駅

「にしおこっぺ花夢」
87-2333道の駅

「�にしおこっぺ
花夢」

通年

4月～11月
午前9時～午後5時
12月～3月
午前9時～午後4時

毎週火曜日
（火曜日が祝日の
場合は翌日休館）

特産品も取り揃えていますのでご利用
ください。
施設内の食肉・乳製品等の加工工房も
ご利用ください。
（工房利用は要予約）

まちなか広場 4月29日～
10月15日

村民の皆様にイベント等で活用も可能ですので、
ご利用の際はお問い合わせください。

役場産業建設課土木係
87-2111

西興部村
体験農園

5月中旬～
10月31日

（コテージ
利用期間：
4月20日～
11月20日）

午前9時～
午後5時 なし

・コテージ料金
（短期宿泊:一棟、一日）6,000円
（長期宿泊:一棟、一ヶ月）
　個人～40,000円　団体～50,000円
※�長期宿泊の場合、光熱水費が別途かか
ります。

・農園使用料
（一区画　50㎡：1,500円）
☆菜園作りに挑戦してみませんか!!

コテージのご予約は
ホテル森夢
87-2000
※長期利用のご予約は
　役場住民生活課環境係
　87-2114
農園のご利用は
役場住民生活課環境係
87-2114

令和５年の森林公園営業について

森林公園についてのお問合せ
 役場産業建設課林務商工係 　８７－２１１１
 観光案内窓口「里住夢」 　　８５－７１２５

第二駐車場

令和 5 年利用できる施設（実線部分）

 4 月末　 ～ 第一駐車場、トイレ
 　　　　　 炊事場、BBQ ハウス
 6 月上旬 ～ 新テントサイト
 　　　　　 池周辺散策路 令和 5 年利用できない施設（点線部分と宮の森散策路）

旧テントサイト、芝生広場（滑り台等遊具）、ステージ
バッテリーカー、バッティングセンター、ゴーカート
ログトイレ、宮の森散策路
※�点線部分と宮の森散策路は、今シーズン工事のため立
　入禁止となります。
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美田建設工業の従業員の皆さんによるボランティア除雪に感謝

昨年 12月の大雪により、つくし保育所の窓側周辺には屋根からの落雪等
により大きな雪山となっており、日差しが遮られている状況でありました。
このような状況に対し、美田建設工業の従業員の皆さんが、ボランティアに
よる除雪作業をしていただきました。
美田建設工業様によりますと、地域

貢献の一環として実施したもので、地
域に少しでも恩返しがしたいとの思い

から、取り組まれたものです。作業終了後には、保育所全体に日差しが
降り注ぎ、施設内もいつも以上に明るくなりました。
ありがとうございました。

西興部村　西興部村　新規採用職員の紹介新規採用職員の紹介
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

西
興
部
村
の
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

竹
たけ

本
もと

　幸
ゆき

孝
たか

（企画総務課　主幹）

笑
顔
で
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

伊
い

藤
とう

　　優
ゆう

（住民生活課　介護保険係）

い
ま
ま
で
学
ん
だ
こ
と
、

新
し
く
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
まつ

岡
おか

　　剛
つよし

（保健福祉課　福祉係長）

いきいきふるさと推進事業の助成を受けて
森の美術館「木夢」25周年事業を実施しました

いきいきふるさと推進事業助成金は、北海道内における地域の課
題に対応し、地域の活性化を図るため特色ある事業を積極的に支援
するため、公益財団法人北海道市町村振興協会から交付されます。
昨年 4月に開館から 25年を迎えた森の美術館「木夢」の周年イ

ベント事業が、いきいきふるさと推進事業の助成を受けて開催でき
ましたので、お知らせいたします。
これからも地域の皆様に愛される「木夢」の運営を目指してまいります。
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季
節
の
変
わ
り
目
に�

�

ご
注
意
を
！

春
は
日
々
の
寒
暖
差
が
大
き
い

季
節
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
春
に
な

る
と
「
や
る
気
が
で
な
い
」、「
頭

痛
が
す
る
」、「
日
中
眠
く
な
る
」

な
ど
と
い
っ
た
経
験
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、

自
律
神
経
の
乱
れ
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
は
、
春
の
不
調
の
原
因
と
そ
の

予
防
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
自
律
神
経
と
は･･･

】

自
律
神
経
と
は
、
交
感
神
経
と

副
交
感
神
経
の
二
つ
に
分
か
れ
て

お
り
、
私
た
ち
の
身
体
の
働
き
を

調
節
し
て
い
ま
す
。

交
感
神
経
は
、
主
に
日
中
活
動

し
て
い
る
と
き
や
緊
張
し
て
い
る

と
き
に
働
き
、
心
身
を
活
発
に
す

る
神
経
で
す
。

副
交
感
神
経
は
、
主
に
夜
眠
っ

て
い
る
と
き
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
る
と
き
に
働
き
、
心
身
を
休
め

回
復
さ
せ
る
神
経
で
す
。

【
春
の
不
調
の
原
因
と
は･･･

】

〇
激
し
い
寒
暖
差

春
は
寒
暖
差
が
と
て
も
激
し
い

季
節
で
す
。
こ
の
寒
暖
差
に
対
応

す
る
た
め
に
、
交
感
神
経
が
活
発

に
働
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
た
く

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ

れ
、
疲
れ
や
だ
る
さ
を
感
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。

〇
生
活
環
境
の
変
化

春
は
卒
業
や
進
学
、
就
職
や
転

勤
な
ど
、
身
の
回
り
の
生
活
が
大

き
く
変
化
す
る
季
節
で
す
。
緊
張

感
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

で
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
予
防
と
対
策
】

〇
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

一
日
三
食
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く

り
よ
く
噛
み
食
事
を
す
る
こ
と
で

副
交
感
神
経
が
働
き
、
腸
内
環
境

を
整
え
、
太
り
に
く
く
、
疲
れ
に

く
い
身
体
に
し
て
く
れ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

〇
質
の
良
い
睡
眠

睡
眠
は
疲
労
回
復
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
睡
眠
不
足
は
自
律

神
経
の
乱
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

強
い
光
を
浴
び
る
と
交
感
神
経
が

活
性
化
し
て
し
ま
う
た
め
、
寝
る

前
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

○
運
動

身
体
を
動
か
す
こ
と
も
ス
ト
レ

ス
解
消
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
長
く
ゆ
っ
く
り

で
き
る
有
酸
素
運
動
が
お
す
す
め

で
す
。

【
夢
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
】

西
興
部
村
で
は
、
運
動
の
習
慣

を
つ
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
夢
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
歩
い
た
歩
数
に

応
じ
て
特
典
が
も
ら
え
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

�

保
健
福
祉
課　

保
健
係

�

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
春
の
暖
か
い
風

が
、
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

里
住
夢
は
保
育
所
に
入
る
前
の
、
０

～
３
歳
位
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
子
育
て
支
援
を
目
的

と
し
た
施
設
で
す
。

　

初
め
て
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
て

い
る
新
米
マ
マ
や
保
育
所
に
入
所
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
マ
マ
も
遊
び
に
来
て
、

情
報
交
換
や
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を

相
談
し
た
り
と
、
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
火
曜
日�

遊
び
の
広
場
〉

　

子
ど
も
た
ち
が

�

い
ろ
い
ろ
経
験
す
る
場
で
す
。

 

・
親
子
触
れ
合
い
遊
び

 

・
散
歩
（
季
節
を
感
じ
て
）

 

・
感
触
遊
び
（
寒
天
、
片
栗
粉
、
粘
土
他
）

 

・
砂
遊
び
、
水
あ
そ
び

 

・
雪
遊
び

 

・
季
節
の
製
作
（
親
子
で
）

 

・
行
事

 　
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、

　
　

  

ク
リ
ス
マ
ス
、

　
　

  

豆
ま
き
他
）

〈
水
曜
日�

ほ
っ
と
広
場
、
健
診
、

�

キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
等
〉

〈
ほ
っ
と
広
場
〉

　

保
護
者
の
方
の

�

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
で
す
。

 

・
お
茶
会

 

・
陶
芸

 
・
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

 
・
マ
マ
企
画
（
昨
年
度
は

　
　
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
実
施
）

 

・
ア
ロ
マ
、
ヨ
ガ
等
（
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
）

〈
木
曜
日
午
後�
保
健
師
相
談
〉

　

※
月
一
回
の
実
施
予
定
。

　

引
き
続
き
、
基
本
的
な
コ
ロ
ナ
感
染

症
予
防
対
策
（
手
洗
い
、
換
気
な
ど
）

を
行
い
、
親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
、
出
産
を
控
え
て
い
る

方
、
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
の
利
用
等
、

ど
う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

但
し
土
・
日
・

　
　

年
末
・
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

 

（
10
月
～
４
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課 

℡
８
７
―
２
１
１
４

一
年
の
主
な
活
動
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春が近づいているように見えますが、日によっては冬がまだ続いているよう
にも感じますね。�
西興部の冬は、アラスカに住んでいる私たちでさえも経験したことのない寒

さと雪でした。�私たちは、徐々に気温が上がり、植物が育ち始めるのを楽しみ
にしています。そして西興部が美しい緑に染まる様子を見るのが今から楽しみ
です。�
妻のクリステンと私は、木夢で金曜日の夜に行われている“ものづくり教室”

に参加し始めました。�これまで、木でボウル、カッティングボード、ナイフを作る体験をしました。�他にも
陶器のボウルや箸置きも制作しました。�さらに、美術体験としてゼンタングルアートのワークショップにも参
加しました。私が担当していたジュノーの学校でもゼンタングルを教えていますが、木夢で体験したデザイン
は、私が生徒に教えるよりもずっと複雑で難しく、楽しい時間になりました。
私たちは、近隣市町村で行われる冬のイベントに参加しこの冬を楽しみ続けています。まず、私たちは紋別

の流氷祭りに行きました。�アイザックは氷の滑り台を楽しみ、私たちはチョコレートバナナを堪能しました！�
また下川では、アイスキャンドルフェスティバルに参加しました。�凍った氷と燃えるキャンドルの組み合わせ
が素敵で見ていてとても楽しかったです。�来年は自分たちでキャンドルを作ってお祭りに参加することを楽し
みにしています。天皇誕生日の日には「ガリンコ号」で移動し、海氷を突き破る体験をしました。�これは私た
ちにとってとても楽しい冒険になりましたので、来年もまた乗りたいと思っています。特にアイザックは外に
立って、船が大きな流氷を押して割りながら進む様子を楽しんでいました。�
2�月にクリステンは木夢で開催されたウッディーウィンタースクールに参加しました。�彼女はウッドクラフ

トで何かを作るのは初めてでした。�彼女は自分の作品をとても誇りに思っていて、新しいことに挑戦すること
をとても楽しんでいました。�藤木先生をはじめ、制作を手伝ってくれたみなさんに感謝しています。�
3�月初旬、下川で開催された近藤さんのマイ箸ワークショップにみんなで参加しました。�友人たちと一緒に

近藤さんの指導のもと、自分の箸を作りました。この箸を使ってみんなで食事をすることがとても楽しみです。�
アイザックとエマリンは今年、スキー場でダウンヒルスキーを楽しみ、多くの時間を過ごしました。�彼らはジ

ュノーでクロスカントリースキーをしていたため、似たような感覚かと思っていたのですが、ダウンヒルスキー
はより方向をコントロールするのがより困難でした。2人ともこの冬でとてもスキーが上手になりました。�二人

が大好きになったスキーを教えてくれた学校の先生方とスキー協会に感謝しています。�
3�月の春休みに初めて札幌に旅行します。�今のところ、北海道ファイターズの試合を

観戦するサプライズを計画しています。�アイザックとエマリンはこのことを知らないの
ですが、きっと生で見るプロ野球観戦を楽しんでくれることでしょう。�また、札幌駅や
テレビ塔、白い恋人パークなど、観光客がよく訪れる人気の場所にも行く予定です。�
この春から初夏にかけては、道の駅を中心にできるだけ多くの場所を訪れようと、い

くつかの小旅行も計画しています。�またいくつかのランニングイベントにも参加したい
と思っています。
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人のうごき
（3月 31日現在）

〔12月 31日対比〕

人　　口� １，０２０人�（−10人）
　 男 � ５２９人�（−�4人）
　 女 � ４９１人�（−�6人）
世 帯 数� ６５２戸�（−�7戸）

このたび、つぎの方からご寄附をいただきました。
紙上をもってお知らせするとともに、心から厚くお礼
申し上げます。

▶︎ふるさと振興事業へ
　村尾　孝二�さん�10 万円（ふるさと振興のため）

ご寄附のお礼

卒
業
ア
ル
バ
ム

思い出の
一コマ

３
月
24
日　

西
興
部
小
学
校

３
月
15
日　

西
興
部
中
学
校

３
月
24
日　

上
興
部
小
学
校

３
月
28
日　

つ
く
し
保
育
所


